
特

集共

生

の

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

ー
循
環

モ
デ
ル
の
提
案

海
老
澤

栄

一

国際 経 営 フ ォー ラムNα8

目

次
は
じ

め

に

今
、

地
球

上
で
起

こ

っ
て

い
る

こ

と

共

生

の
概
念

を

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

に
導

入
す

る
意

味

循

環
系

の

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

を

目
指
す

お
わ

り

に

引

用

文
献

は

じ

め

に

今

、

わ

れ

わ

れ

人
間

は
地

球

に
対

し

て
限
り

な

い
負

荷

を
負

っ

て

い
る
。

近
代

文

明

の
恩
恵

に
預

か
り

な

が
ら

物

的
生

活

水
準

の

高

さ
を

エ
ン
ジ

ョ
イ

し

て

い
る
。

取
り

返

し

の

つ
か
な

い
借
金

や

"
つ
け
"

を

子
孫

に
残

し

な

が
ら
。

企

業

の
例

で

い
え
ぱ
、

規
模

の
拡

大
を
図

り

な
が

ら
市
場

占
有

率

を

高

め
、

他

社

を
追

い
落

と
し
、

顧
客

満

足

と
称

し
あ

ふ
れ

る

ほ
ど

の
物

品
を

フ

ォ

ア
グ

ラ

に
与

え
る
餌

の
よ
う

に
、

市
場

に
供

給

し
続

け
る
。

消
費

者

の
例

で

い
え
ば
、

使

い
捨

て
文

化

に
、

あ

る

い
は
ま

た

生
活

物
資

の
占
有

化
、

固
有

化

を
熱

心
に
追

求
す

る

こ

と
に
慣

れ

て
し

ま

っ
て

い
る
。

人
間

の
数

が
地
球

上

に
溢

れ
る

ほ
ど

の
数

に
達

し

て

い
な

い
時

代

で
は

、
多

少

の
わ
が

ま

ま
も

許

さ
れ
た

か
も

し
れ

な

い
。

し

か

し

現

在
、

そ

の
わ

が
ま

ま

は
許

さ

れ
な

い
段

階

に
さ

し

か
か

っ
て

い
る

と

い
え
よ

う
。

こ

の
よ

う

な
状
態

を

招

い
た

根
本

的

な
原

因

は
、

人
間

と

い
う

"
わ

が
ま

ま
"

な

生
き

物

が
、

地
球

上

で

の
自

分

た

ち

の
持

ち

分
を
超

え

て
自
分

た

ち

の
欲
求

充

足
を
追

求

し
た

か

ら

で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

7
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学

問

の
世
界

で
も
、

自

分

の
専

門

の

こ
と
だ

け

を
追

究
す

る

こ

と
で
、

自

己
満

足

に
浸

っ
て

い
る

の
は
、

筆

者

の
み

で

は
な

い
で

あ

ろ
う

。

分
野

を

限
定

し

た
方

が
研
究

が
楽

な

の
で

あ

る
。

い
わ

ゆ

る

還
元

主
義

の
蔓

延

で
あ

る
。
言

葉

を
変

え

て
言

え

ば
、

部
分

最

適

を
追

求
す

る

ヒ
ト

た

ち

は
、

狭

い
範

囲

に
自
分

た

ち

の
城

や

世
界

を
築

き
、

そ

の
境
界

の
外

に
対

し

て
は
、

何
ら

関

心
を

も
た

な

い
の

で
あ

る
。

汚

水

の
垂

れ
流

し
、

家

庭

か

ら

で
る

ゴ

ミ
、

道

や
空

き

地

に
捨

て
ら

れ
る

ゴ

ミ
、

排

気

ガ

ス
、

な
ど

な

ど
、

す

べ

て
が

利
己

的

人
間

や
利

己

的

企
業

に
よ

っ
て
実

行

さ
れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

果

た
し

て

大
学

人
は

こ
れ
ら

の
現
象

に
対
し

て
、

理
論

的

に
何

か
し

て
き

た

で

あ

ろ

う

か
。

"
専

門

が

違

う
"

と

い
う

便

利

な

逃
げ

言

葉

で
見

て

み

な

い
振
り

を
し

て
き

た

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

今

、

わ
れ

わ

れ

に
求

め
ら

れ

て

い
る

の
は
、

全

体

を
意

識

し
、

全
体

に

と

っ
て

マ
イ
ナ

ス
に
な

る

こ

と

に
は
極

力
手

を
貸

さ

な

い
と

い
う

、

生
き

物

と
し

て

の
最

低

の
倫

理
基
準

を

確

立
す

る

こ

と
で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

幸

い
、

生

物
界

に
共

生

と

い
う
言

葉

が
あ

る
。

人
間

よ

り
遥

か

彼

方

の

以
前

に
生
を
受

け

た
生
物

達

は
、

種

の
保

存

の
原

則

に
則

っ
て

生
命

秩
序

を
維

持

し

な

が
ら
共

生
し

て

い
る

と

い
わ
れ

て

い

る
。

本

稿

で

は
、

生
命
・体

を

モ
デ

ル

に
わ

れ
わ

れ

人
間

に
と

っ
て

地

球

と

の
共

生
が

可
能

か
ど
う

か

を
検

討
し

て

み
た

い
。

そ

の
際

の
方

法
論

と
し

て
は
、

シ

ス
テ

ム
と
環

境

と

の
相

互
作

用

を
分

析

の
射

程

距
離

に
お

い
た

シ

ス
テ

ム
論

の
ア
プ

ロ
ー

チ

を
用

い
て

み

た

い
。

な

ぜ
な

ら

ば
、

主

体

と
し

て

の
ヒ
ト
も
企

業

も
何

ら

か

の

形

で
周

囲

ま
た

は

環
境

と

の
相
互
作

用

を
営

ん

で
お

り
、

関
係

の

取
り

扱

い
が
問

題

に
な

っ
て
く

る

と
思

わ
れ

る

か
ら

で
あ

る
。

今

、
地

球

上

で
起

こ

っ
て

い
る

こ
と

地
球

は

一
つ
で

あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

海

も
陸

も

林
も

川
も

水

も

空
気

も
す

べ

て
相
互

に
連

関

し

て

い
る
。

個

別

に
分
析

し
因

果

関
係

を

明

ら

か

に
す

る

こ
と
自

体
、

無

意

味

か
も

知

れ

な

い
。

し

か
し
、

現
象

面

か
ら
見

て
、

ど

の
よ
う

な

切
リ

ロ
が
あ

る

の
か

を

整

理

し

て
、

問

題

解

決

の
糸

ロ
を

提

供
す

る

こ
と
は
、

そ
れ

な
り

に
意

味

が
あ

る

で
あ

ろ
う
。

環

境
庁

の
澤

村

(
一
九
九

六
)

に
よ

れ
ば
、

地
球

環
境

問

題

は
①

温
暖

化
、
②

オ
ゾ

ン
層

破
壊

、
③

海

洋
汚

染
、
④

有

機

廃

棄

物

の
越
境

移

動
、
⑤

森

林

(特

に
熱

帯

林
)

の
越

境

移
動
、
⑥

野

生
動

物

種

の
減

少
、
⑦

砂

漠

化
、
⑧

酸

性

雨
、

を

あ
げ

て

い
る
。

こ

の

八
項

目
は
主

と
し

て
環
境

保
護

法

の
観

点

か
ら
整

理
さ

れ

い
る
。

こ

の
他
、

人
体

へ
の
悪
影

響

を
及

ぼ
す

も

の
と
し

て
土
壌

や
水
質

の
汚
染

を

加

え

る

こ
と
が

で
き
よ

う
。

既
存

の
文

献

や
資

料

に
拠
り

な

が

ら
、

個

別

に
そ

の
実
態

を

概

観

し

て
お

こ
う
。

①

温

暖
化

図

1

で
見

る

よ

う

に
、

地
球

の
平

均

温
度

は
徐

々
に
上
昇

し

て

お
り

、

二
〇

九
〇

年

に
は
、

最

も
楽

観

的

な
C

モ
デ

ル
で

も

一

・

七
度
、

最

悪

の
モ
デ

ル
B

の
場
合

、

三

・
五
度
も

上
昇
す

る

こ
と

8
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4一 一

B

A

C

3

漫
z

3

0

199020102030205020702090年

(注)A:対 策 を とらず、温 室効果 ガス濃度が現在の率で増 えた場合

B=Aの ケー ス以上 の人 口増 加率 ・経済成長率が高めの場舎

C:温 室効果ガス排出抑制や非化石エネルギーへの転換などの対策 をとった場合

(IPCC科 学 的評価補足報告=書(1992)よ り環境庁作成。)

図1地 球の平均気温の将来予測

が
予

測

さ
れ

て

い
る
。

温
度

上
昇

は
、

氷

河

の
解
氷

に
よ

る
海

面

の
上
昇

そ

し

て
平

地

の
水

没

化
、

食
料

生
産

域

の
変

化

を
も

た
ら

す

こ
と

が
予
想

さ
れ

て

い
る
。

東
京

が
鹿

児
島

の
温
度

に
な

る

こ

と
も
あ

り
う

る

と

い
う

報
告

も

あ

る

(環
境

庁
、

一
九

九

五
)
。

②

オ
ゾ

ン
層
破

壊

緑

の
星

地
球

を
悪

玉

の
紫

外
線

か
ら

守

る
オ
ゾ

ン
層

は
、

地
球

の
生
態
系

そ

の
も

の
を
守

っ
て

い
る
、
"
天
使

"
の
薄

膜

で
あ

る
。

そ

の
オ
ゾ

ン
層

は

一
パ

ー

セ

ン
ト

の
減

少

で
も

地
球

上

に
降

り

注

ぐ
紫

外
線

の
量

を
お

よ

そ

ニ
バ

ー

セ

ン
ト

増

大

さ
せ

る

(浦
野
、

一
九

九

六
/

ゴ

ア
、

一
九

九

三
)
。

B

波

や
C

波

に
代

表

さ

れ

る

悪

玉

の
紫

外

線

は
、

皮
膚

が
ん

を
増

や
し
、
白

内
障

を

増

や
す
。

ま
た
農

作

物

を

初

め
さ
ま

ざ

ま

な
植

物

に
悪
影

響
を

及
ぼ
す

と

い

わ
れ

て

い
る
。

③

海

洋

汚

染

聖

な

る
母

で
あ

る

海

に
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル

や
ビ

ニ
ー

ル
、

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

な
ど

の
さ
ま

ざ
ま

な

ゴ

ミ
が
投
棄

さ
れ

て

い
る
。

こ

れ

が
海

流

に

の

っ
て
世
界

中
を

漂

流

し

て

い
る
。

ま

た

漁
船

に
よ

る

漁
網

や
廃

船
、

タ

ー

ル
ボ
ー

ル
な

ど

の
不
法

投
棄

も

大
き

な
問

題

に
な

っ
て

い
る
。

さ
ら

に
軍
事

大

国

に
よ
る

武
器

弾

薬

の
不
法

投
棄

も

あ

る
。

こ
れ

に
拍
車

を

か

け

て

い
る

の
が
河

川

か
ら

海

に

流

れ

る
汚
水

で
あ

る
。

④

有

機
廃

棄

物

の
越

境

移
動

海

に
投
棄

さ
れ

る
有
害

物

質

も

海
流

に
運

ば

れ

て
、

地
球

を
ま

9
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表1世 界 の 二酸 化 炭 素 排 出量 の 割合 と世界のGDPの 割合

(%,小 数点以下四捨五入)

世界の二酸化炭素排出量の

割合(化 石燃料のみ*)
世界のGDPの 割合

アメ リカ合衆国 24 24

ソ連 19 8

中国 9 2

日本 5 14

ドイッ(西 ドイツ) 4 7

イ ギ リス 3 3.5

ポ ー ラ ン ド 2 05

その他 34

〔地域合計〕

西 ヨー ロ ツパ 15

ソ連 を含む東 ヨー ロ ッパ 26

自由主義諸国 16

(注)ガ ス 炎 、 セ メ ン ト、 燃 料 庫 は 除 く

GDP:GrossDomesticProduct

(出 所)DavidPearce,"InternationalGreenhouseGasAgreements:Part

1‐InternationalTradablePermits,"DepartmentofEconomics,

UniversityCollegeLandon,mimeo,1990.

(F.ケ ア ン ク ロ ス 、 東 京 海 上 保 険 グ リ ー ン コ ミ ッ テ ィ 訳 、 『地 球 環 境 と 成 長 』

東 洋 経 済 新 報 社 、1992年 、198ペ ー ジ 。)

わ
る
。

こ

こ
で

は
、

大
気

汚
染

に
限
定

し

て

二
酸

化
炭

素

の
動

向

を

考

え

て
み

る
。

表

一
は
世
界

の

二
酸

化

炭
素

排

出

の
割

合

と
G

D
P

の
割

合

を

み
た

も

の
で
あ
る
。

ま
た

図

2

は
過

去

四
〇
年

間

の

二
酸

化
炭
素

排
出

量

の
推

移
を

グ

ラ

フ

に
し
た

も

の
で
あ

る
。

(注)先 進国 には 日本 も含む。

(平成5年 版図で見 る環境臼書)

原資料 はオーク リッジ国立研究所

二酸化炭素情報解析 センター推計値。

4

3

2

0

昭和25年 度 35 45 55 平成元年

図2一 人 当 た り二 酸 化 炭 素排 出量 の 推移(昭 和25年 から平成元年)

10
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石

油

や
石
炭

に
代

表

さ
れ

る
化

石
燃
料

は
、

消

費

さ
れ

る

と

二
酸
化

窒
素

な

ど

の
窒
素

酸

化
物

を

作

り

出
す

。

こ
れ

が
大
気

中

に
浮

遊

し
国

境

を
越

え

て
移
動

す

る
。

別

項

で

と
り
あ

げ

る
酸

性

雨
も

窒
素

酸

化
物

と
深

い
関

係

が

あ
る
。

⑤

森
林

(特

に
熱
帯

林

)

の
減

少

森

林

は
水

や
栄
養

の
保
持

機
能

が
あ
り

、

生

き

物

に

と

っ
て

欠
か
す

こ

と

の
で
き
な

い
存

在

で
あ

る
。

ま

た

二
酸

化
炭
素

の
吸
収
機

能

も
も

っ
て

い

る
。地

球

上

に
お
よ

そ

四
三
億

ヘ
ク
タ

ー

ル
あ

る
森

林

は
、

毎
年

一
、

七
〇
〇

万

ヘ
ク
タ
ー

ル
が

人
間

の
手

に
よ

っ
て
伐

採

さ
れ

消
滅

し

て

い
る

と

い
わ

れ

て

い
る

(ケ

ア

ン
ク

ロ
ス
、

一
九

九

二
)
。

こ

の
数
字

は

日
本

の
面
積

の
お

よ

そ
半

分

に
相

当
す

る
。

単

純

に
毎

年

同

一
量

の
森

林

が
消
滅

し

て

い

く

と

仮
定

し
た
場

合
、

二
五

三
年

で
地
球

上

の
森

林

は
す

べ
て
な

く
な

っ
て
し

ま
う

計
算

に
な

る
。

加
速

度

が

つ
け

ば
、

さ

ら

に
消
滅

の

ス
ピ
ー
ド

は

上
昇
す

る
。

表

2

は

七
〇
年

代
終

わ
り

か
ら

八
〇
年

代
終

わ

り

の
十

年

間

に
お

け

る
、

主

な
大

陸

の
森

林
伐

採

率

の
推
移

を
示

し

た
も

の
で
あ

る
。

表2熱 帯における森林伐採率

(単 位100万 ヘ ク タール)

1970年 代 終 りa 1980年 代 半ばb 1980年 代 終 りc

南アメ リカ 2.67 9.65b 6.65

中央 アメ リカ 1.Q1 1.07 1.03

アフ リカ 1.02 1.06 1.58

ア ジア 1.82 3.10 4.25

オセアニア a.az Q.02 0.35

合計 6.54 14.90 13.86

(注)a34力 国 に関 す る1970年 代 の デ ー タ は、 マ イヤ ー ス(下 記 参 照 〉 が用 い て い る食料 農 業

機 構(FAO)、TropicalForestResources,Rome,1981に よる。

bl986年 まで の 各 年 の デ ー タは、 世 界 資 源 研 究 所(WRI),WorldResources1990-1991 ,

OxfordUniverstyPress,Oxford,1990,表19-1に よ る。 推 定値 に 関 して はFAOの

デ ー タ を基 に して お り、1981年 以 後 の 最 新 デ ー タ、 そ の 他 の 個 別 デ ー タを含 ん で い る。

な お推 定値 は 密 生林 の み を対 象 と した もの で あ る。 密 生林 とは、樹 木 の 密 度 が濃 い た め

に 日光 が は ば まれ 、 そ の 結 果 下 草 が 少 な い か 、 あ るい は 見 られ な い森 林 の こ とで あ る。

cN.Myers,DeforestationRatesinTropicalForestsandTheirClimaticImplications
,

FriendsofEarth,London,December1989.マ イ ヤ ー ス に よ る推 定値 は、34力 国、1989

年 現 在 の 熱 帯 雨 林 の97.3%を カ バ ー して い る。

dマ イヤ ー スの 推 定 で は、1989年 現 在 、 ブ ラ ジル に お け る森 林 の 年 間 消 失 面 積 は500万

ヘ ク タ ール で あ る。WRIの19870年 代 半 ば の デ ー タ に よれ ば 、 密 生 林 の 年 間 消 失 面 積 は

860万 ヘ ク タール 前後 とされ て い た。

(DavedPearce,"AnEconomicApproachtoSavingTheTropicalForests"inDieterHilm,

ed.,EconomicPolicyTowardstheEnvironment,BasilBlackwell,1991 .)
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⑥

野

生
動
物

種

の
減

少

こ

こ

で

は

動
物

に
限

定

せ
ず

に
、

生

き

物

全

般

を

み

て

み

よ

う
。

現
在

の
地
球

上

に
は
、

五
〇

〇

万

か
ら

三
、

○

○
○

万
種

の

生

き

物

が
生

息

し

て

い
る

と

い
わ

れ

て

い
る

(浦

野
、

一
九

九

六
)
。

遷

移

の
考

え
方

か

ら
す

れ

ば
、

種

の
生

誕

と
消

滅

は

交

互

に
発
生
す

る

こ

と
に
意

味
を

も

つ
。

と

こ
ろ
が
、

二
〇

世
紀

に
入

っ
て

か
ら

一
年

に

一
種
、

七

五
年

か
ら

二
〇
〇

〇
年

ま

で

に
は
、

十

三

分
間

に

一
種

が
消
滅

し

て

い
る

と

い
う

報
告

も

な

さ

れ

て

い

る
。

こ
れ

は

一
年
間

に

四
万
種

の
生
き

物

が

地
球

上

か
ら
消

え

て

い
る

こ
と
を
意

味

し

て

い
る
。

⑦

砂
漠

化

現
在

、

世
界

で
毎
年

約

六
〇
〇

万

ヘ
ク
タ

ー

ル

の
土
地

が
砂

漠

化
し

て

い
る

と

い
わ

れ

て

い
る

(地
球

環

境

工
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

編
集

委

員

会

、

一
九

九

三
)
。

国
連

食

糧

農

業

機

関

(F

A
O

)

の
手

に
な

る
九

三
年

の
調
査

報
告

に
よ

れ
ば
、

過

去

四
五
年
間

に

植

物

で
覆

わ
れ

た
陸

地

の

一

一
パ
ー

セ

ン
ト

が
中

程

度

の
土
壌

荒

廃

に
直

面

し

て

い
る

と

い
う

(朝

日

新

聞
、

一
九

九

三
)
。

そ

の

主

た

る
原

因
を

ジ

ャ
ク
ソ

ン

(
一
九
九

一
)

の
砂
漠

化

メ

ヵ

ニ
ズ

ム

に
よ

っ
て
探

っ
て

み
る
。

気

候
変

化

の
他

に
、

人

ロ
爆

発

か

ら

必
然

的

に
も

た
ら

さ

れ
る
、
①

耕

地
拡

大
、

利

用

の
強

化
、

灌

慨

の
失

敗
、
②

家

畜

数

の
増

加
、

過

放
牧
、

③

燃
料
用

の
林
伐

採

と

抜
根

の
三

つ
を
指

摘

し

て

い
る
。

そ

の

大
半

が

人
為

的

な

行
動

に

よ

っ
て
も
た

ら

さ

れ

て

い
る

こ
と
は
明

ら

か
で
あ

ろ

う
。

⑧

酸

性

雨

酸

性
ガ

ス
が
雨

に
溶

け

た

の
が
酸

性

雨

で
あ

る
。

現
在

問
題

に

な

っ
て

い
る
酸

性

雨

の
も

と

に
な

る
酸

化
物

ガ

ス
の
代
表

的

な
も

の

に
は
、

イ

オ
ウ

と
酸
素

が
結

合

し
た

イ

オ
ウ
酸

化

物

ガ

ス
お
よ

び

窒

素

と
酸

素

が
結

合

し

て

で

き

る
窒

素

酸

化

物

ガ

ス

と

が

あ

る
。

前
者

の
イ

オ
ウ

は
化

石

燃
料

を

燃

や
し
た

後

に
出

て
く

る

ガ

ス
で
あ

る
。

後
者

の
窒
素

は

化

石
燃
料

の
な

か

で
も

ガ

ソ
リ

ン
を

燃

や
し

た
後

に
出

て
く

る
ガ

ス
で
あ

る
。

世
界

中

に
放

出

さ
れ
た

イ
オ

ウ

酸
化

物

ガ

ス

の
量

は
、

九

三
年

で
約
、

一
億

二
千

万
ト

ン

に
達
す

る

(浦

野
、

一
九

九
六
)
。

新

聞

紙

上

の
記
事

を
拾

っ
て
み

て
も
、

"
枯

れ

る
森
"

"
死
ん

だ

湖
"

"
枯

れ

る
街

路

樹
"

"
読

め
な

い
碑

文
"

"
消

え
た
魚

影

"
"
溶

け

る

石
像
"

な
ど

が

目

に

つ
く
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
は
ブ

ロ
ン
ズ
や

大
理

石

の
像

の
浸
食

や
腐

食

が

こ

こ

二
〇

-
三
〇
年

の
間

特

に
著

し

く

進
ん

で

い
る

と

い
わ

れ

て

い
る

(河

内
俊
英
、

他
、

一
九

九

六
)
。

⑨

土
壌

や

水

質

の
汚
染

土
壌

や
水

質

の
汚
染

度

合

い
を

地

球
的

規
模

で
測
定

し

た
デ

ー

タ

は
筆

者

の
手

に

は

入

っ
て

い
な

い
。

一
つ
の
試

み

と
し

て
、

わ

が
国

の
生
産

財

生
産

に
投

入
さ

れ

て

い
る
資

源

の
な

か

の
廃
棄

物

に
注

目
し

て

み
た

い
。

図

3

に

日
本

全

体

の

マ
テ

リ

ア

ル
バ

ラ

ン

ス
が
示

さ

れ

て

い
る
。

生
産

過

程

で
廃
棄

処
分

さ
れ

る
固

形
廃
棄

物

は

そ

の
大
半

が
産

業

廃
棄

物

で
構

成

さ

れ

て
お

り
、

そ

の
う

ち

12



国 際経 営 フ ォー ラムNα8

1991年 度 日本 の

マ テ リア ルバ ラ ン ス

資 源 投 入

2,267

国 内 資源(1,413)

輸 入 資源(633)

再 生 資源(211)

生 産 財

1,406

固形廃棄物

487

エ ネ ル ギ ー

374

産業廃棄物

398

一般 廃棄物

89

(単位'百 万 トン/年)

投 入 資源 内 訳

輸 入 資 源633一 石 油239、 鉄鉱 石127、 石 炭112、 そ の 他155

国 内 資 源1,413-一 岩石689、 砂利372、 石 灰石206、 そ の他146

再 生 資源221一 産 業 廃 棄 物 、 一}般廃 棄物 、 その 他

合計2,267(通 産 省 立地 整 備 局資 料)

製 品輸 出 ・輸 入 に関 して は、輸 出72百 万t/年 、輸 入68百 万t/年 を考 え る必 要

が あ るが 、 ほぼ均 衡 してい るの で無視 した。 エネル ギー消費 は化石燃料 が主要

な対 象で あ り、 人間等の動植 物が生成 す る炭酸 ガ ス量 は考慮 していない。 人間

は一 日約1kgの 炭 酸 ガ ス を排 出 す る。 一 人 当 た り356kg/年 な の で 日本 全体 で

は4,3SQ万tで あ り、 化 石 燃 料 を排 出 す る炭 酸 ガ スの10%以 下なの で 無 視 した。

(北川 浩 一 郎 『地 球 環 境 を守 るた め に』 丸 善 ラ イブ ラ リー、1.995,4ペ ー ジ。)

図3日 本全体のマテ リアルバランス

13



共 生 のマ ネ ジ メ ン ト

資

源

化
率

の
低

い
上

位
三
者

が
汚

泥
、

家

畜
糞

尿

、
建

設
廃

材

と

な

っ
て

い
る

こ

と
が
表

3

か
ら

明
ら

か

で
あ

る
。

家

畜

飼
料

の
育

成

に
欠

か

せ
な

い
化
学

肥

科

の
う

ち

の
窒
素

成

分

に
限

定

し

て
、

地
球

的
規

模

で

の

ア

ン
バ

ラ

ン
ス
を
考

え

て

み

よ
う
。

北
川

(
一
九

九
五
)

の
分
析

に
よ

れ

ば
、

日
本

で
は
窒

素

の
輸

入
九

〇

万
ト

ン
、

国

内

生
産

七
〇

万
ト

ン
、

合

計

一
六

〇

万

ト

ン
が
流

通
し

て

い
る
と

い
う
。

こ

の
う

ち
わ
け

は

家
畜
糞

尿

と

主要産業廃棄物排出量表3

廃棄物名 排出量(千 トン) 資源化率(%)

汚 泥

家畜糞尿

建設廃材

鉱 さ い

金属 くず

167,949(42.1%

77,315{19,4%}

58,431{14.7%)

46,739(11.7%)

7,929(2.0%}

2

農 地 還 元

39

74

92

合 計 358,363(89.9%) 一

(1991年 厚 生省調査資料 〉

し

て
七

〇

万
ト

ン
、

人
間

や
家

畜

以
外

の
動

植
物

、
食

料

品
な

ど

に

九
〇

万
ト

ン
と
な

る
。
最

終

的

に
わ

が
国

の
農

地

が

必
要

と
す

る
窒
素

成

分

は

四
〇

万
ト

ン
だ

と
さ
れ

て
お

り
、

土

地

に
戻
せ

な

い
過
剰

窒
素

は

七
〇
1

四
〇

つ
ま
り

三
〇

万
ト

ン
に
な
る
。

土
壌

に

吸
収

さ
れ
な

い
過

剰

窒
素

成

分

は
水

に
溶

け

て
川

に
流

れ
、

地

下
水

を
汚

濁
さ

せ

な

が
ら
、

最

終

的

に
は
海

に
流

れ

込
む
。

家

畜

用

の
濃

厚

飼
料

に
は
、

発
育

増

進

の
た

め

の
銅

や
亜

鉛
な
ど

の
重

金

属

が
混

入
さ

れ

て

い
る

の
で
、
水

質
汚

染

は

一
層
深

刻

に
な

っ

て

い
る
。

日
本

の
他

に

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
も
富

栄
養

化

に
悩
ま

さ
れ

て

い
る
。

一
方

輸

出
超

過

の
典

型

的

な
国

が

ア
メ

リ

カ
で
あ

る
。

ア

メ
リ

カ

は
逆

に
土
壌

中

の
窒

素

を
輸

出

用

の
作

物

の
栄
養

分

と
し

て
使

っ
て

い
る
。

次
第

に
土
壌

の
貧

栄
養

化

が
進

み
、

土

地

の
砂
漠

化

が
進

行
す

る
。

そ

の
結

果
、

地
球

上

に
富

栄
養

地
域

と
貧

栄
養

地

域

と
が
ま

だ
ら

模
様

に
点

在
す

る

こ
と

に
な

る
。

共

生

の

概

念

を

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

に

導

入

す

る

意

味

共

生

の
考

え

方

自

分

た

ち
が
住

ん

で

い
る

緑
溢

れ
た

家

で
も

あ

る
地
球

に
、

な

ぜ

ヒ
ト

は

こ

の
よ

う

な

お
ろ

か

な
行
動

を

と
る

こ
と
が

で
き

る

の

だ

ろ
う

か
。
罪

の
意

識

の
な

い
無

過

失
責

任

と
し

て
見

逃
す

こ
と

が

で
き

る

の
だ

ろ
う

か
。

そ

れ

と
も

た

ち

の
悪

い
確

信
犯

と
し

て

断
罪
す

べ
き

な

の
で
あ

ろ
う

か
。

こ

こ
で
は

立
場

を
変

え

て
、

人

14



国 際経 営 フ ォー ラム ・

間

を

含

む

"
生
き

物
"

と
環

境

と
が
共

に
生
き

る

道
、

共

生

の
道

を
探

っ
て
み

る

こ

と
に
す

る
。

す

な
わ
ち

種

間

の
相

互
関
係

大
串

隆

之

(
一
九

九

四
)

は
、

二
種

間

の
種

間

相

互
関

係

の
分

類

を
℃
冨
踵
評
鋤
モ
デ

ル

に
よ

り

な

が

ら
、

そ

れ

を

改
変

し

て
表

4

の
よ

う

に
表

し

て

い
る
。

八
つ
の
相
互

関
係

の

な

か

で
、

競
争

を

両
者

が
害

を
与

え
合

う

と

い
う

特

徴

に
位
置

づ

け
、

共

に

マ
イ

ナ

ス

(
1

1
)
、

ま

た

は
補

食

に

つ

い
て

は
捕

食

者

が

餌
種

の
個

体

を
殺

す

と
位
置

づ
け

(
+

1
)

と
表

記
し

て

い

る
。

大
串

は

こ
れ

を
相

互
関

係

の
平

均

的

な
結

果

だ
け

を
強

調

し

て
変

異

を

切
り

捨

て
て

い
る

と
指
摘

す

る
。

確

か
に
競
争

で
は
、

相

互

の
能

力

を
競

い
合

い
刺

激
し
合

う

と

い
う
意

味

で

の

(
十

十
)

は
十

分

に
考

え
ら

れ
る
。

ま

た
補
食

に
し

て
も

捕

食
者

と
被
捕

食

者

と

の
関
係

は

い

つ
も

(
+

1
)

で
は
な

く
、

擬
態

を
想
定

す

れ

ば
明

ら

か

な
よ
う

に
、

時

に

は

(
+
+
)

の
関

係

を

保
持
す

る

こ

と

が

可
能

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て

こ

こ
で
は
、

競

争

も
補

食

も
種

の
共

生

に
と

っ
て
何

ら

か

の
意

味
を

も

つ
と
考

え

て
お

き
た

い
。

共

生
は
異

種

の
生
き

物

同

士
が
何

ら

か

の
関
係

を
保

持
し

な

が

ら

共

に
生
き

る

こ
と

を
表

し

て

い
る
。

動
物

は

植
物

が
生
産

し

た

有
…機
物

を
直

接
ま

た

は
間

接

に
食

し
、

未
消

化

物

や
老

廃

物
な
ど

を
糞

尿

と
し

て
排

出
す

る
。

こ
の
糞

尿

が
分
解

さ

れ
ず

に
周

囲

に

お

か
れ

る

と
、

多

く

の
動

物

は
自

家
中

毒

を
起

こ
し
時

に
死
滅

に

至

る

(阿

部
、

一
九
九

三
)
。

前

章

で
見

た
、

今

地

球

で
起

こ

っ

2種 問 の 種 間 相 互 関 係 の 分 類(Pranks,1983を 改変)。表4

相互作用の特徴

 

種

BA
相互作用のタイプ

両者が害を与え合う

捕食者が餌種の個体

寄生者が寄生個体を利用し、寄生は害を被る

 

十

十

争

食

生

競

捕

寄

互 い に影 響 を受 け な い

両 者 と もに利 益 を受 け る(両 者の結びつきは強い)

〃(両 者の結びつきは強い)

 

0

十

十

〇

十

十

一方だけ利益を受けるが、他方は影響 を受けない

一方だけ害を被 るが、他方は影響 を受けない

 

∩
V

O

十

べ一ツ型擬態

中立

協調(共 生)

原始共同

ミュラー型擬 態

片利 共生

片害

(大 串隆 之 「個 体 群 か ら種 間 関 係へ 」 東

1994年 、202ペ ー ジ。)

正 彦 、 安部 琢 哉(編)『 地 球 共/f:系 とは何 か』1'/凡 社 、
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て

い
る

こ
と
は
、

も

し

か

し
た
ら

こ

の
流

れ

の
中

に
あ
る

と
推
定

し

て
も

不
思
議

で

は
な

い
。

人
間

を
除

く

自

然
界

で

は
動

物

の
排

泄

物

や
遺

体

を
動

物

が

自
分

で
処

理
す

る

の
で

は
な

く
、

他

の
生

物

に
処

理
を
依

存
す

る

メ

カ

ニ
ズ

ム

が

で
き

て

い
る
。

つ
ま
り

多

様

な

生
物

に
よ

っ
て
分
解

さ

れ
利
用

さ

れ
、

自

然
界

に
戻

さ

れ
る

の
で
あ

る
。

こ

こ

に
動

物

と
植
物

と

の
間

で

の
共

生
循
環

が
成

立

す

る

こ

と
に
な

る
。

異

種
間

の
相

互

の
結
び

つ
き
方

が
特

定

で
密

接

な
関

係

に
あ

る

か

そ
れ

と
も

多
様

で

ル
ー

ズ

な
関
係

に
あ

る

か
も

共

生

で
は
無

視

で
き

な

い
重
要

な
分

析
視

点

の

一
つ
に
な

る
。

変
動
,の
小
さ

い
安

定

し

た
個

体
群

と
相

互
関
係

を
も

つ
種

に

と

っ
て
は
、

変

化

に
応

じ

て

相

手

を

選

ぶ

必
要

が

な

い

の

で
、

緊

密

で

特

定

の

関

係

(O
践
吋
a

ω
Φ
ぎ
冨
冨

o
鉱
o
昌
)
を

持
続
す

る
傾

向
が

あ

る

(
大
串
、

一
九

九

四
)
。

親

子

関
係

が
緊

密

な

フ

ラ

ン
チ

ャ
イ

ズ

チ

ェ
ー

ン

や
取
引

関
係

が
密

着

か

つ
安

定
し

て

い
る
企
業

間

関
係

は

こ

の

モ

デ

ル

で
説
明

で
き

る
。

一
方

、

個

体
数

変

動

の
大

き

い
不
安

定

な

個
体

群

と
関
係

を

も

つ
種

は
、

長
期

に
わ

た

っ
て
安

定
的

な

関
係

を
持
続

す

る

こ
と
が

困
難

に
な

る
。

そ

の
た

め
特

定

種

と

い
う

よ
り

は
複

数

の
種

と

の

相

互
作

用

を
緩

や

か

に
も

ち
危

険

分
散

を

は

か
る

行
動

に
で
る
。

い
わ

ゆ
る

多
様

な

相
互

関
係

(α
一噛{口
ωΦ

一コ
酢①
「
帥
O
θ圃O
「一)

の
成

立

で
あ

る
。

企

業

モ
デ

ル
で

い
え

ば
、

仕
入
先

も

販
売

先
も

三
割

原

則

を
保

持
し
、

そ
れ

以
上

に
緊
密

な
関

係

を
も

と
う

と
し

な

い
企

業

や
、

最

近

よ
く

耳

に
す

る
バ
ー

チ

ャ
ル
カ

ン
バ

ニ
i
、

フ

ァ
ブ

レ

ス
カ

ン
パ

ニ
ー

な
ど

は

こ

の
流

れ
を

く

む
企
業

群

で
あ

る

と

い

え

よ
う
。

こ
の

二

つ
の
相
互

関
係

モ
デ

ル
は
、

種
同

士

の
関

係

が
静

態

的

で

は
な

く
動

態

的

に
展

開

さ
れ

る

こ
と
を
前
提

と
し

た

モ
デ

ル
で

あ

り
、

相
互

刺

激

に
よ

っ
て
進

化
す

る

可
能

性
を

秘
め

て

い
る
。

相

利
共

生

種

同
士

が
相

互

に
利

益

を
享
受

し

な
が

ら

生
き

て

い

る
過

程

は
、

最

初

か

ら
プ

ロ
グ

ラ

ム
に
組

み
込
ま

れ

て

い
る

の
で

は

な
く
、

あ

る
意

味

で
は

相
手

の
動

き

に
合

わ

せ
て

自

分

の
動

き

の
方

向
を

決

め

て

い
く

進

化
プ

ロ
セ

ス
で
も

あ
る
。

巌

佐

(
一
九

九

四
)

は
相

利

共

生

の
典
型

例

と
し

て
、

ク

マ
ノ
ミ

と
イ

ソ
ギ

ン

チ

ャ
ク

を
あ

げ

る
。

つ
ま
り

両
者

の
関
係

は
最

初

か
ら

現
在

の
よ

う

な

相
利

共

生
関
係

を
確

立

し
た

の
で

は
な
く
、

い
ろ

い
ろ

な
進

化

過
程

を

へ
て
き

て

い
る

と
仮
定
す

る
。

つ
ま
り

、
本

来

独

立
し

て
生
活

し

て

い
た

両
者

が
単

独

で
住
む

よ
り

も

一
緒

に
生
活

し
た

ほ

う

が
、

お
互

い
に
よ

り

大
き

な

利
益

を
享
受

で
き

る

(相
利

)

こ
と
が

わ

か

っ
た
段

階

か
ら

共

に
生
活

を
始

め
た

(共

生
)

の

で

は

な

い
か

と

い
う

の
で
あ

る
。

そ

の
過
程

で
は
、

ク

マ
ノ

こ
、
が
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

の
触

手

を

か
じ

っ
た

り
餌

を
横

取
り

し

た
り
す

る

こ
と
も
あ

る

と

い
う
。

イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

に
と

っ
て
、

損

失

が
利

益

を

上

回
る

よ
う

な

状
態

は

相
利

共

生

で
は
な

く
寄

生

な

の
で
あ

る
。

相
互

の
信
頼
関

係

が
で
き

で
初

め

て
相
利
共

生

が
可

能

と
な
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08州ラ「オフ営経際国

る

。巌

佐

は
菊
〇
二
σq
ゴ
σ費
費

鳥
Φ
昌
の

二
段

階

説

を

用

い
て
、

二

つ
の
種

の
間

の
進

化

の
過

程

を
説

明
す

る
。

図

4

に
示

さ

れ

て

い
る
よ

う

に
、

独
立

し

て
生

活

し

て

い
た

二
種

の
う

ち
、

あ
る

種

の
方

、
た

と
え

ば
ク

マ
ノ
ミ

が
相

手

の
イ

ソ
ギ

ン
チ

ャ
ク

に
近

づ
き

生

活
を

始

め
る
。

居

候

あ

る

い
は
同

居

人

の
イ

メ
ー

ジ

で
あ

る
。

行
動

を

起

こ
し
た

小
さ

な
種

の
方

を

ゲ

ス
ト

、
受

け

入
れ

た

大
き

な
種

の

方

を

ホ

ス
ト

と
よ

ぶ
。

こ

の
段
階

で
は
、

小
さ

な
方

つ
ま

り

ゲ

ス

ト

の
方

が
体

液

を

吸

っ
た

り

触
手

を

か
じ

っ
た
り
す

る

こ

と
も

あ

る

の

で
、

ホ

ス
ト

に
と

っ
て
は
、

好
ま

し

い
同

居

入

で
は

な

い
。

寄

生
段

階

で
あ

る

こ
と
が
多

い
。

こ
れ

が
第

一
段
階

で

あ

る
。

同
居

人
の
生

活

を
過

ご
す

う

ち

に
、

ゲ

ス
ト

は
ホ

ス
ト

と

の
関

係

を

安
定

さ

せ
、

不
利
益

を

少
し

で
も

減

ら
す

こ

と
が
重
要

だ

と

考

え

る
よ

う

に
な

る
。

時

に

は
、

捕

食

者

や
他

の
寄

生
者

か
ら

ホ

ス
ト

を
守

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

生
存

率

を
高

め
る

こ

と
が

ゲ

ス
ト

に

と

っ
て
も

利

益

が
あ

る

と

い
う

こ

と
が
分

か

る
。
留

守

番

を
し

て
く

れ

た
り
、

食
事

の
用
意

や
掃

除
、

洗

濯
を

し

て
く

れ

る

同
居

人
は

つ
い
に
部
屋

の
主

か
ら

パ
ー
ト

ナ

ー

と
し

て

認
知

さ

れ

る

こ

と

に
な
る
。

図

4
で

は
ゲ

ス
ト

と
ホ

ス
ト

と

の
関

係

を

相
互

に
独

立
し

た
段

階

か
ら
寄

生

を
経

て
相

利

共

生

に
至

る
プ

ロ
セ

ス
が
描

か
れ

て

い
る
。

相手の接触

ホ ス ト

求める
求めず

拒めず
拒む

ス ト

求める 相利共生←
0
寄生

求めず

拒めず

捕食 して

消化せず

{Q

独立生活

拒む

体 の大 きな生物(ホ ス ト)の 上や体 の中に、小 さな生物(ゲ ス ト)が 生 息す る場合 について
、(1)相 手 と

の接 触 によって利益が得 られ るの で積極 的に相 手 を求 め る、(2腰 触 か ら不利益 をこうむ る
が拒否 で きない、(3)不利 益 をこうむ るので拒否 す る、とい う3つ の場 合 を双 方につ いて考 えると、
全部 で9つ の組 み合 わせ があ る。 は じめ は独立生活 していた両種 が、最終 的 に相利共生的 な関係
にいた る道筋 と して、Roughgarden(1975)は 矢 印で示 した ものを想 定 した

。
(巌佐 庸 「送粉共生 系 を進化 生態学 か ら見 て」井上 健、湯 本貴和(編)『 昆 虫 を誘 い寄せ る
戦 略 一植物 の繁殖 と共生』平凡社 、1994年 、164ペ ー ジ。〉

図4相 利 共 生 系 へ の 進 化 の 道 筋

17



共 生 の マ ネ ジメ ン ト

共

生

を

忘

れ

た

企

業

行

動

地
球

と

い
う
星

の
中

で
生

を
営

ん

で

い
る
企

業

も

ヒ
ト

も

生
態

系

を
無

視

し
た

行
動

は
、
許

さ

れ
な

い
。
星

の
子

供

(ω
β
「
〇
三
冠
)

と
し

て

の

必
要

最

小
限

の
規

則

は
守

ら

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
の
で

あ

る
。

こ
こ
で
は
、

共

生

行
動

を
忘

れ
た
企
業

行

動

が
な

ぜ

い
け

な

い
の
か
を
、

大
き

な
く

く

り

で
は

シ

ス
テ

ム
論
、

や

や
限
定

的

に
は
経

営
学

の
立
場

か
ら
、

自
己

反
省
も

含

め

て
明

ら

か

に
し

て

み
た

い
。

①

オ
ー
プ

ン
シ

ス
テ
ム

の
落

と

し
穴

オ

ー

プ

ン

シ

ス
テ

ム

の
基

本

は
、

環
「境

と

の
相

互

作

用

で

あ

る
。

環

境

か
ら

一
方

的

に
影

響

を
受

け
た

り
、

あ

る

い
は

環
境

に

対

し

て

一
方

的

に
影

響

を
与

え
た
り
す

る

の
は
、

オ
ー
プ

ン
シ
ス

テ

ム

の
基

本

理
念

と
は

一
致

し
な

い
。

産
業

廃
棄

物
を

地

球
環
境

に
対

し

て

大
量

に
出

し
続

け

る
企
業

は
、

生
命

体

と
し

て

の
基

本

理
念

を

忘

れ

て

い
る

と

い
え
よ
う
。

人
間

が
動

物

だ

と
す

れ

ば
、

他

の
動

物

あ

る

い
は

植
物

に
よ

っ
て
排
泄

物

を

処

理
し

て
も

ら

え

る
よ

う

な

仕
組

み
を
作

ら

な

け
れ

ば
な

ら

な

い
の

と
同

じ
論

理

で

あ

る
。

環

境

か
ら
原

材
料

を
調

達

し
、

工
場

で

加

工
し
、

商

品

と
し

て

環

境

に
算

出
す

る

い
わ
ゆ

る

投

入

-
算

出

の
方

程
式

は
、

左

か

ら

右

に

一
方

的

に
流

れ

る
だ

け

で

は
な

い
は
ず

で
あ

る
。

家

か
ら

ゴ

ミ
が
出

さ

れ
れ

ば

そ
れ

で
良

し
、

わ

が

社
か
ら

ゴ

こ
、が
よ

そ

へ
運

ば

れ

れ
ば

そ

れ

で
良

し
、

わ

が
地
域

の
ゴ

ミ
が
他

の
地

域

に
搬

出

さ

れ

れ
ば
後

は

知
ら

な

い
、

わ

が
国

の
ゴ

ミ
が
よ

そ

の
国

へ
輸

出

さ

れ

れ
ば

そ

れ

で
良

し

、

と

い
う

よ
う

な
図

式

は
も
う

止

め

に
し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

ゴ

ア

(
一
九

九
三
)

の

『
地
球

の
掟

』

の

中

で
も
、
"
自

然

の
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
を

超

え
た
ゴ

ミ

の
増

大
"
、
"
ゴ

ミ

の
輸

出
"
、

〃
ゴ

ミ
を

隠

し

て
も

解

決

に

な

ら

な

い
"
、

な
ど

の

見

出
し

が
あ
り
、

問

題

の
深
刻

さ

を
物
語

っ
て

い
る
。

地
球

共

同

体

と
し

て

の
共

生

の
あ

り
方

が
今
、

問

わ

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

②

シ

ス
テ
ム

の
ブ

ラ

ッ
ク
ボ

ッ
ク

ス
化

(海

老

澤
、

一
九

九
六

)

近

代

文

明

の

一
つ
の
特

徴

は
、
"
便

利

さ
"
の
迫
求

で
あ

ろ
う
。

そ

の
便

利

さ

の
追

求

は
、

利
用
者

の
み

な
ら
ず

生
産

者

に
と

っ
て

も

同
様

で
あ

る
。

便

利

さ
追

求

の
範

囲

は
電

子
機
器

の
み
な
ら
ず

日
常

生
活

用

品
、

食

料
、

飲
料

、

な
ど

に
至

る
ま

で
広

が

っ
て

い

る
。

言

い
方

を
変

え
れ

ば
、
素

人

ユ
ー
ザ

が
そ
れ

ほ
ど
苦

労

し

な

く

て
も
、

あ

る

い
は
ま

た
製

品

が

で
き

る
ま

で
の
プ

ロ
セ

ス
が
解

ら

な

く

て
も
、

安
易

に
商

品

が
手

に

入
り
、

安
易

に
利

用

で
き

る

よ
う

な

仕
組

み

が

で
き
あ

が

っ
て

い
る
。

極
端

な
言

い
方

を
す

れ

ば
、

ボ

タ

ン

一
つ
で
何

で
も

手

に

入
り

、

お
湯

を

か
け

れ
ば

安
易

な

食

事

が

で

き

る

の

は
、

ブ

ラ

ッ
ク

ボ

ッ
ク

ス
化

の
お

陰

で

あ

る
。

リ

ン
ゴ

一
つ
食

べ
る

の
に
、

ど

の
よ
う

な
種

類

の
肥

料

が
ど

れ
だ

け
使

わ
れ

て

い
る

の
か
、

土
壌

に
は
窒

素

が
ど

れ
だ

け

投

入

さ

れ

て

い
る

の
か
、

あ

る

い
は

光
沢

を
出
す

た
め

に
ど

の
よ

う

な

ワ

ッ
ク

ス
が
使

わ

れ

て

い
る

の

か
、
害

虫
駆

除

の
た

め

に
ど

の
よ

う

な
殺

虫

剤

が
使

わ

れ

て

い
る

の
か
、

な
ど

に

つ

い
て
は
、

よ

ほ

18
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ど

消
費

者

の
方

か
ら

の
意

識

が
な
け

れ

ば
判

ら

な

い
仕
組

み
に

な

っ
て

い
る
。

便

利

さ
は

心
地
よ

い
響

き

の
す

る
言

葉

で
あ

る
。

し

か
し

そ

の

前

提

に

は
消
費

者

を
裏

切

ら
な

い
と

い
う
前

提

が
、

あ

る

い
は
ま

た
、

正
し

い
情

報
を

流
す

と

い
う

前

提

が
あ

っ
て
初

め

て
機
能

す

る
含
。
葉

で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

浅
慮

な
消
費

者

と
姑
息

な

生
産
者

と

が
巧

み

に
連

結
し

て

い
る
よ

う

な

シ

ス
テ

ム

で
は
な

く
、
賢

い

生
産

者

が
賢

い
消
費

者

を
育

む
た

め

に
、

商

品

や
製

品

が

・
ど

こ

か
ら

来

て
〃

"
ど

こ

へ
行

く

の
か
"

"
最

後

は
ど

う

な

る

の
か
"

を

明

ら

か

に
す

る

メ
ヵ

ニ
ズ

ム
が
社
会

全

体

に
欠

落
し

て

い
る
よ

う

に
思

う

。
生

産

や

流

通

の

仕
組

み

に
明

り

を

灯

す

こ

と

に

よ

っ

て
、

共

生

の
論

理

が
芽

生

え

て
く

る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

③

企

業

規
模

の
拡

大

・
成

長

路
線

企

業

を

そ

の
誕
生

か
ら

眺

め
て

み
る

と
、

ま
ず

自
己
資

金

で

少

人

数

で
会

社
を

興
し
、
次

に
店

頭
上
場

、
二
部

上
場
、

一
部

上
場

、

さ
ら

に
は
国

内

か
ら
国

際
市
場

へ
と

い
う

シ
ナ

リ

オ

が
イ

メ
ー

ジ

さ

れ

る
。

仮

に
従
業

員

二
〇

万
名

を
擁
す

る
企

業

を
想
定

し

て
み

よ
う

。

規
模

か
ら

い
え

ば
、

地
方

の

小
規
模

都

市

二

つ
分

に
相

当

す

る
。
も

し

そ

の
企
業

の
ト

ッ
プ

が

拡

大

・
成

長

路
線

を

と
り

続

け

る

と
し

た
場

合
、

従
業

員

以
外

の
地
域
住

民
べ

の
影
響

や
雇

用

の
安

定

、
廃
棄

物

の
問
題

、

車

に
よ

る
通

勤

か
ら
も

た

ら
さ

れ

る

交

通

渋
滞

な
ど

、

さ

ま

ざ
ま

な

社
会

的
問

題

を
惹

起

さ

せ
る
。

そ

し

て
企
業

は

こ
れ

ら

の
問

題

の
大
半

を
、
高

額

納

税

を
理

由

に
市

の
行

政

に

任
せ

て
し

ま
う

。

視
点

を

多

国
籍

企
業

に
移
し

て
み

よ
う
。

複

数

の
国

に
ま

た

が

っ
て
経

営

を
営

ん

で

い
る
企

業

は
、

福

利
厚
生

の
た

め

に
存

在

し

て

い
る

わ
け

で
は

な

い
。

複

数

の
国

に
影

響

力
を
も

つ
企

業

の
利

益

追

求

行

動

は
、

と
き

に
相

手

国

と

の
間

で
問

題

を

引

き

起

こ

す

。

国

と

い
う

組

織

の
経

営
体

で
あ

る
政
府

は
、
憲

法

の
精

神

に

基

づ

い
た
経

営

を
営

ん

で
お

り
、

利

益

に
結
び

つ
か
な

い
社
会

福

祉

に
も

目
を

向

け
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。

国

の
経
営

の
長

で
あ

る

大
統

領
ま

た

は
首

相

は
選

挙

で
選

ば

れ

る
。

し

か
し
企

業

の
経
営

の
ト

ッ
プ

は
、

任
命

か
せ

い
ぜ

い
限

ら

れ
た

取
締

役

の

人
た

ち

に

よ

る
選

挙

に
よ

っ
て
選

ば
れ

る
。

生
活

者

を
含

む

利
害

関
係

者

を

想
定

し
た

と
き
、

一
国

の
長

で

あ

る

大
統

領

と
多

国
籍

企
業

の
長

で
あ

る
社
長

と

の
役
割

や
職

責

の
重

さ

は
、

目
的

の
多
様

性

や
複

雑

性
、

問

題

の
広

域
性

な
ど

か

ら

み
て

比
較

に

な
ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
が

現
実

に

は
、

自

国

の
論

理
や

経
済

の
論

理
、

ビ
ジ

ネ

ス

の
論

理
を

相
手
国

に
も

ち

込

み
、
時

に

は
相

手
国

の
文
化

や
道

徳

観
、

倫

理
観
、

歴

史
観

、

そ

れ

に
宗

教

ま

で
を
も
変

え

て
し
ま

う

ほ
ど

の
カ

を
も

っ
て

い
る

の
て
あ

る
。

世
界

最

大

の
企
業

一
〇

社

は

小
国

一
〇
〇

力
国

に
も

相

当
す

る

と

い
う

指
摘

も

あ

る

(ホ

ー
ケ

ン
、

一
九
九

五
)
。

健

全

な

社
会

の
秩
序

維
持

と

い
う

視

点

か
ら
見

れ

ば
、

巨

大
企

業

に
依
存
す

る

地

域
都
市

や
国
家

は

一
方

が
他
方

へ
の
依
存

度

が

山。同
い
と

い
う
点

で
、

共
生

の
メ

カ

ニ
ズ

ム
形

成

に
無

理
が
あ

る

の
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か
も

知
れ

な

い
。

単

純

な

疑
問

を
呈

す

れ

ば
、

規
模

の
拡

大

.
成

長

を

続

け

て

い

っ
た

企

業

は
、

最

終

的

に
ど

う

な

る

の
だ

ろ

う

か
。

世
界

一
企

業

に
な

ら

な

け

れ

ば
気

が
済

ま

な

い

の
だ

ろ

う

か
。

そ

の
よ

う

な

"
生

き
物
"

は
少

な

く

と
も

わ

れ
わ

れ

に

と

っ

て

必
要

で

は
な

い
の
み
な
ら

ず
、

偏

っ
た
権

力
指

向

か
ら
し

て
も

望

ま

し

い
存

在

で
は

な

い
。

共

生

の
で
き

る
適
度

な
サ

イ

ズ

が
望

ウ

へ

　

ま
れ

て

い
る

と

い
え
な

い
て
あ
ろ

う

カ

④

事

前

計
画

・
戦
略

優

先
行

動

の
非

現

実
性

経
営
管

理

の
プ

ロ
セ

ス
で

は
、

計

画

が
最

初

に
登
場

す

る
。

そ

し

て
、

実

行
、

評

価

と

い
う

順

に
続

く

。

経
営
管

理

の
前
提

と
な

る
戦

略
も
、

計

画

に
先
立

っ
て
た

て

ら

れ
る
。

そ

こ
で
は
戦

略
も

計
画

も
組

織

行

動
を

ガ

イ
ド

す

る

と

い
う
役
割

を

担

っ
て

い
る
。

こ
れ

ら
戦

略

や
経
営
計

画

の
推
進

母

体

は
、

経
営
企

画

室

で
あ

り
、

戦

略
策

定

部

門

で
あ
り

、

重

役
会
議

で
あ

る
。

決
定

後

は
、

上

か

ら

下

へ
と

次
第

に
ブ

レ
イ

ク
ダ

ウ

ン
し

て

く

る
。

ま

さ

し

く
、

霞

ヶ
関

方

式
、

ホ

ワ
イ

ト

ハ
ウ

ス
方

式
、

大
本
営

本

部
方

式

ゆ

む

て
あ

る

川

上

か
ら

川

下

に
降

り

て
く

る
計

画

の
実
践

は
、

カ

ス
ケ

ー

ド

と

同
様
、

戻

る

こ
と

が

で
き

な

い
。

"
上
"

で
決

め
ら

れ

た

と
お

り

実
行
す

る

こ

と
が
実
戦

部

隊

の
使
命

に
な

る
。

し

か
し

こ

の
方

式

に
は
重

大
な

欠

陥

が
潜

ん

で

い
る
。

そ

れ
は
本

社

の
特

定

の
人

達

に
よ

っ
て
た

て
ら

れ
た

戦

略

や
計

画

が
常

に
正

し

い
と

い
う

前

提
を

お

い
て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

か

っ
て

の
野

村

証
券

や

住

友
銀

行

が
そ

う

で

あ

っ
た

よ

う

に
、

巨
大

な

頭

に

ぶ

ら

下

が

る

手

足

は
、

ど

こ

か
で

ひ
ず

み
を

も

た
ら

し
、

冷
静

な
判

断

力

を
失

っ
て

し

ま

う
危

険

性

が
あ

る
。

社

会

と

の
共
生

の
み
な

ら
ず
、

社
員

と

の
共

生

を

ど

こ
か

に

忘

れ

て
き

た

よ

う

な

企
業

行

動

の
危

険

性

は
、
事

前

の
決

定
を

そ

の
ま

ま

最
後

ま

で
踏
襲

し

よ

う

と
す

る

と

こ
ろ

に
潜

ん

で

い
る

と

い
え

よ
う
。

誤
差

の
修

正

に
欠

か
せ

な

い
フ

ィ
ー
ド

バ

ッ
ク
機

能

が
欠
落

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

⑤

資

源
無
限

論

に
も

と
つ

く
経
営

医

学

生

理
学

部

門

で

ノ

ー

ベ

ル
賞

を
受

賞

し

た

ロ
ー

レ

ン

ツ

(
一
九

九

五
)

は
、

『
文

明

化

し
た

人
間

の

八

つ

の

大
罪
』

の
中

で
、

次

の
よ

う

な

こ
と
を

述

べ
て

い
る
。

「
自

然
」

は
無
尽

蔵

で
あ

る

と

い
う

迷
信

が

ひ
ろ
ま

っ
て

い
る
。

動
物

、

植

物
、

そ
し

て
ま
た
菌

類

と

い
う

三
種

類

の
生
物

は
、

す

べ
て

巨

大
な
歯

車

に
く

み

こ
ま

れ

て

い
る

の
で
、

そ

れ
ぞ

れ

そ

の

環

境

に
適

応

し

て
お
り
、

そ

し

て

こ

の
環
境

に
は

そ

の
場

所

の
無

生
物

的

な
要
素

ば

か
り

で
な

く
、

当

然
な

が
ら

そ

の
他

の
生
き

て

い
る
住

人

の
す

べ
て

が
含

ま
れ

て

い
る
。

だ

か
ら
、

あ
る

生
活

空

間

の
生
物

は
す

べ
て
互

い
に
適

応

し
あ

っ
て

い
る
わ

け

で
あ

る
。

こ

の

こ
と
は
、

た

と
え
ば

捕
食

者

と

そ

の
獲

物
、

食

う
も

の
と
食

わ
れ

る
も

の
の
よ

う

に
、

見

か

け

の
上

で
は
互

い
に
敵
対

し

あ

っ

て

い
る

生

物
達

に
も

あ

て
は

ま

る
。

ま
た

経

済
学

を

エ
ン
ト

ロ
ピ

i
論

の
立
場

か
ら

批
判

し
た

中

村

Zo
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修

(
一
九

九

五
)

は
、

リ

カ
ー
ド
、

ス
ミ

ス
、

ミ
ル
を

中

心
と
し

た

古

典
経
済

学

を

レ
ビ

ュ
ー
し

た

う

え

で
、

マ
ル
ク

ス
経
済

学

も

近

代
経

済
学

も

、
劣

化

し
な

い
無

限

の
自
然

を

仮
説

と
し

て
採
用

し

て
き
た

と
述

べ
て

い
る
。

具
体

的

に
彼

が

い
う
無

限

の
自

然
観

を

覗

い
て
み

よ
う

。

①

す

べ
て

の
多
様

な

労
働

や
商

品

は

そ

の
質

を

捨
象

さ
れ
単

に
量

的

な
存

在

と
し

て

の
み
評

価
す

る
。

②

経

済
活

動

に
は
限

界

は
な

く
永

遠

に
続

く

か

の
よ

う

に
論

じ

ら
れ

て

い
る
。

③

経
済

活

動

が
行

わ

れ

て
も

資

源

の
枯

渇

や
廃
棄

物

の
問
題

は
発

生

せ
ず
、

経
済

を
支

え

る
自

然

は
な

ん
ら

質

的

に
劣

化
す

る

こ

と
は

な

い
よ

う

に
論

じ

ら
れ

て

い
る
。

経

済

学

の
Φ
∩
o
ロ
9
B
蜜
と

生
態

学

の
Φ
6
0
ざ
αq
団
の
接

頭

辞
d
o
o
-

は
、

ギ

リ

シ
ア

語

や

フ

ラ

ン
ス

語

で
は
o
騨
o
ω

(
オ

イ

コ
ス
)

つ

ま

り

"
家
〃

を
表

し

て

い
る
。

本

来

両
者

は
、

共

生
関

係

に
あ

る

言
葉

な

の
で
あ

る
。

そ
れ

が
現
在

で

は
、

遠

く

に
離

れ

た

独

立
し

た
学

問

領

域
を

形
成

し

て
お

り
、

相

互

の
行

き
来

は

少

な
く

と
も

筆

者

の
知
る

と

こ
ろ
で

は
、

ほ

と
ん

ど
な

い
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

大

き
な

歴
史

の
流

れ

の
中

で
は
、

経
済

学

の
支

流

に

位
置

し

て

い
る
経

営
学

で
は
、

経

営
資

源

と

い
う

観
点

か
ら
資

源

の
有

効

利

用

や
各
種

資

源

の
組

み
合

わ
せ

を

分
析

の
対
象

に
し

て

い
る
。

し

か
し

環
境

か

ら

取
り

込
む
資

源

は
、

天

然
資

源

に
代
表

さ
れ

る

原

材

料
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

ヒ
ト
、

カ
ネ

を

含

め
、

所
与

と
考

え

て
き

た

よ
う

で
あ

る
。
も

し

そ
う

で
な

い
と
す

れ

ば
、

前
章

で
試

み
た

よ
う

な

地
球

環

境

へ
の
無

差

別

で
節

操

の
な

い
行
動

は

生
じ

な

か

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

環
境

や

自

然

と

の
共

生
を
忘

れ
た
、

あ

る

い

は

ま

た

"
生
き

物
"

と
し

て

の
謙
虚

さ
を
忘

れ

た
企
業

行
動

は
、

厳

に
慎

ま

な
け

れ

ば
な

ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

⑥

還

元
主
義

の
落

と
し

穴

西
洋

の
学
問

は
、

社
会

現
象

を
論

理
的

に
説

明

の
で
き

る
単
純

な

形
状

に
し
た

う

え

で
体
系

的

に
ま

と

め
る
、

い
わ

ば
還

元

(「
?

血
9

①
)
と

い
う
方

法

で
分

析

し
よ

う

と
し

た
。

還

元

主
義

(「Φ
α
9

-

識
o
昌
δ
ヨ
)

と

い
わ
れ

て

い
る
。

ウ
イ

ー

ン
学

派

の
論

理

実

証

主

義

も

こ

の
部

類

に

入
る
。

還

元

に
は

"
縮

め

る
、

限
定

す

る
、

減

数
分
裂

さ
せ

る
"

と

い

う

意

味

が
あ

る
。

ヤ

ン
ツ

(
一
九

八
六
)

い
わ

く

「還

元

主
義

の

目
標

は
あ

ら

ゆ

る
現
象

の
解

釈

を
た

っ
た

岡
つ
の

レ

ベ
ル
に
帰
着

さ

せ

る

こ

と

に
あ

る
」
、

と
。

た

し

か

に
還

元

主

義

に

は
、

イ

ギ

リ

ス

の

エ
ソ

ロ
ジ

ス
ト
、

ソ

ー
プ

(
一
九

八
七
)

が

い
う

よ

う

に

「
科

学

技

術

が
自

然

の
カ

を
制

御
す

る

こ
と

に
非

常

に
成

功

し

て

き

た

の
で
、

現
在

の
社
会

は
、

単

に
そ

れ
が

他

の
も

の
よ
り

も

科

学

的

な
見
方

を
す

る
と
判

断

し

て
、

他

の

い
か
な

る
哲

学
よ

り

も

す

ん
な

り

と
合

理

的

-
機
械

論
的

哲
学

を

受

け
入

れ

て

い
る
」

と

い
う

側

面

の
あ

る

こ
と
は
否

定

で
き

な

い
で
あ

ろ
う
。

ま

た

ホ
ー

ケ

ン

(
一
九
九

五
)

も

地
球

環

境
問

題

の
根

元
は
、

科

学
革

命

と

産

業

主
義

か

ら
始

ま

っ
た

還

元

主
義

に
あ

る

こ
と
を
指

摘

し

て

い

2i



共 生 のマ ネ ジ メ ン ト

る
。還

元
論

的

発
想

に
は

こ

こ
で

の
主
た

る
関

心
事

で
あ

る

共

生
を

考

え

る

と
き

に
、

次

の
よ

う

な
問

題
点

が
内
包

し

て

い
る

こ
と
を

忘

れ

て
は

な
ら

な

い
。

・
部

分

が
全

体

に
な
り

、

本
来

の
全

体

が
見

え

な
く

な

る
危

険

性

が
あ

る
。

・
部

分

最

適

化

を

指

向

し
、

全

体

満

足

の
追

求

が
疎

か

に

な

る
。

・
精

神

と
物
質

を

そ

れ

ぞ

れ
独
立

し
た

実

体

と

み
る
哲

学
、

い

わ

ゆ
る

二
元
論

が
行
動

の
指

導

原

理

と
し

て
働

く
。

物

心
二

元
論

は
デ

カ

ル
ト

に
代
表

さ

れ
、

や

が

て
機

械
論

的

世
界
観

を

生

み
出
し

て

い
く

も

と
に
な

る

(
カ
プ

ラ
、

一
九

九

五
)
。

こ

の
論

理

は

行
き
着

く

と
こ
ろ
、

物
質

の
発
展

が
永
遠

に
続

く

と

い
う

こ
と
を
意

味
す

る
。

⑦

能

率

・
効
率

至
上
主

義

の
限

界

"
自

分

の
論

理
"
、
"
わ

が

部
門

の
論

理
"
、
"
わ

が

社

の
論

理
"
、

"
わ

が

国

の
論

理
"

を
追

求

す

る
た

め

に
は
、

無

駄

を
極

力
排

除

し
、

生

産

性
を
高

め
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

生
産

性

を
高

め
る
た

め

の
有

力

な
方

法

は
、

投

入
に
対
し

て
算

出

を

で
き

る

だ
け

多
く

す

る

こ
と

で
あ

る
。

設

備

や
施
設

を
常

に
最

新

の
も

の

に
整

え
、

生
産

活

動

に

入

る
。

生
産

性

を

高

め

る

具

体

的

な

方

法

と

し

て

は
、
製

品

一
単

位

当
た
り

に

必
要

と
さ

れ
る
時

間

を

で
き

る

だ
け

短

く
す

る

こ
と

と
、

一
単

位
時
間

当
た
り

の
製

品
生

産
高

を

で
き

る

だ

け
高

め

る

こ
と
、

の

二

つ
が
考

え
ら

れ
る
。

さ

ら

に
投

λ
資

源

を

一
定

期
間

内

で
何

回
転

さ

せ
る

か
も
重

要

な
経

営

の
指
標

に

な

っ
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
動
作

を
突
き

詰

め
て

い
け

ば
、

設

備

の

稼

働

率
を

高

め
る

と

い
う

こ

と

に
行

き
着

く
。

稼

働
率

を
高

め

る
た

め

に
は
、

次
か

ら

次

へ
と
製

品

を
作

り
続

け
、

市
場

に
出
す

必
要

が

生
ず

る
。

つ
ま
り

大
量

生
産
、

大
量

販

売

の
構

図

で
あ

る
。

矢

継

ぎ
早

に
出
さ

れ

る
新
商

品

は
消
費

者

の

購

買
意

欲
を

そ
そ

り
、

使

用
中

の
製

品
は

耐
用

期
間

前

に
廃
棄

処

分

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

大
量

販
売

の
後

に
続

く

の
は
、

大
量

消

費

と
大
量

放
棄

で
あ

る
。

見

込

み
生
産

さ

れ

る

商

品

は
、
"
顧

客

満

足
"

と

い
う

う

た

い

文
句

を

使

い
、

品

切

れ
を

回

避
す

る
た

め

に
通
常

多

め

に
作

ら

れ

る
。

こ
れ
が
も

の
余

り

現
象

に
拍
車
-を

か

け

て

い
る
。

日
常

食

料

品

や
季

節

商

品
、
電

子
機

器

な
ど

に
特

に

こ
の
傾

向

が
強

く

現

れ

て

い
る
。

あ

る
部

分
、

モ
ノ
を
捨

て
る
た

め
に
生
産

し

て

い
る

と

も

い
え
る

現
象

で
あ

る
。

モ
ノ
を
節
約

す

る
と

い
う

意

味

で

の
能

率

・
効

率
追

求

も

あ

る

で
あ

ろ
う
。

し

か

し

こ
こ
で

述

べ
た

よ

う

な
現
象

は
、

自
然

と

の
共

生

を
無

視
し

た

わ
が

ま
ま

な
"
生
き

物
"

の
論

理

し

か
な

い
よ

う

に
思

わ

れ
る
。

⑧

誰

も
と

ら
な

い
最
終

責

任
行

動

生
態
系

の
な

か

で
、

人
間

を
含

む

"
生
き

物
"

は
、

何
ら

か

の

責

任

を
担

っ
て
生
存

し

て

い
る
。

共

生

を
忘

れ
た
企

業

は
、

責

任

の
対
象

を
株

主

や
消
費

者
、

社
員

な
ど

直
接

の
利
害

関

係
者

に
負
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う

こ
と

で
良

し

と
し

て
は

い
な

い
だ

ろ
う

か
。

法

人
税
を

払
う

こ

と
で

社
会
的
責

任
を

果
た

し

て

い
る

と

い
う
意

識

は

な

い
で
あ

ろ

う

か
。

儲

け

を
出

し

税
金

を
払

う

た

め
に

は
、
産

業

廃
棄

物

に
関

す

る

コ
ス
ト

に
は

お
金

を

か
け
ず

、
余

計

な

お
金

の
か

か
る

環
境

保
全

に
も
関

心
を
示

さ

な

い
。

つ
ま
り

社

会
全

体

あ

る

い
は

地
球

環

境

全

体

に
た

い
す

る
責

任
を
果

た
し

て

い
な

い
と

い
う

こ

と

に

な

る
。

企
業

の
経
営

活

動

で
発
生
し

た

コ
ス
ト

は
自

己
責

任

の
も

と
に
す

べ
て
内

部

で
処

理
す

る

の
が
原
則

で
あ

ろ
う
。

コ
ス
ト

の

外

部

化

は

公
正

さ
を

欠
く

、
身

勝

手

な
企
業

の
論

理

に
し

か
す

ぎ

な

い
。

フ

ォ
レ

ッ
ト

(
一
九

七

二
)

は

二

つ
の
責

任

を
区

別

し
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
と

い
う
。

一
つ
は
全

体

の
中

の
自

分

の
機

能

に
対
す

る
責

任

で
あ
り

、

他

の

一
つ
は
機
能

的

全

体

に
対
す

る
責

任

で
あ

る
。

前

者

の
責

任

は
部

分
責

任
で
あ

る

の
に
対

し

て
、

後

者

の
貴

任

は
集

合
責

任

な

い
し
連

合

責

任

と
よ

ば
れ

て

い
る
。

つ
ま
り

彼

女

の

い
う
機

能

的
統

一
体

と
し

て

の
企

業

は

二
重

の
責

任

を
負

わ

な

け

れ

ば
な

ら
な

い
の
で
あ

る
。

責

任
は

誰
か

が

と
る

の
で
自

分

に
は
関
係

な

い
と

い
う

の
は
、
責

任

の
回

避
で

あ
り
、

政

府

や
自

治

体
、

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
、

子
孫
、

親

会

社
、

他

の
国

の
人
達

の
よ

う

な

、

誰

か
他

の
ヒ
ト

に
責

任
を
負

わ
せ

る

と

い
う

他

人
任

せ

の

論

理

で
あ

る
。

フ

ォ
レ

ッ
ト

は

こ
れ
を
究

極

責

任

と
よ

び
、

そ

の

意

義

を
否
定
す

る
。

わ

れ

わ
れ

に

必
要

な

の
は
累

積
責

任
な

の
で

あ

る
。

循

環

系

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

を

目

指

す

循

環

モ
デ

ル
を

考

え

る

企
業

行
動

の
循

環

モ
デ

ル
に

は
、

自
給

自
足
型

の
単

純

循
環

モ

デ

ル
お
よ
び

キ

ャ

ッ
チ

ボ

ー

ル
型

の
展

開
型
循

環

モ
デ

ル

の

二

つ

が

あ

る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

こ

こ
で
は

原
始

共
産

社
会

の
よ

う

な

自
給

自

足
型

モ
デ

ル
は
、

部

分
的

に
は

可
能

で
あ

っ
て
も

地
球
全

体

を
考

え
た

と
き

に
は
非

現

実
的

で
あ

る

と
判
断

し
、

後
者

の
展

開
循

環

モ
デ

ル

の
み

を

と
り

あ

げ

る
。

経

済

や
社

会

お

よ

び
環
境

と

の
関

係

ヤ

ン
ツ

(
一
九

八
七
)

は

経

済

や

社
会

の
構

造

と
環

境

と
の
関
係

を
①

エ
ネ

ル
ギ
ー

、

物
質

に
か

か

わ
る

テ

ク

ノ

ロ
ジ

ー

を
使

っ
た
、

環

境

の

"
支

配
"

を
強

調
す

る

姿
勢

、
②

社
会
構

造

の
、

環

境

へ
の

"
適

応
"

を

強
調
す

る
姿

勢
、
③

生

物

モ
デ

ル

に
範

を

と
り
、

循
環

的
プ

ロ
セ

ス
を

用

い
て
進

め
ら

れ

る
環
境

と

の

"
共

生
"
を
強

調
す

る
姿

勢
、

④

"
環

境

の
拡
張
"

に
よ

り
、

ニ
ッ
チ

の
拡

大

の
機

会

を
新
た

に
切
り

開

き
、

"
進

化
"

し

て

い
く

こ

と

を

強

調

す

る
姿

勢
、
⑤

"
意

識

の

拡

張

"

に
よ

り
新

し

い

ニ

ッ
チ

を

切

り

開

き
、

"
進

化
"

し

て

い

く

こ

と
を

強
調

す

る
姿

勢
、

の
五

つ
の
基
本

タ
イ
プ

に
分

類

し

て

い
る
。

こ
れ

ら

五

つ
の
タ
イ

プ

の
う

ち
、

第

一
お

よ
び
第

二
は

生
命

の

硬
直

化

を
も

た

ら
す
。

第

三

に
な

っ
て
よ
う

や
く
、

自

己
創

出

が

強

調

さ

れ
る
。

第

四
は

"
環
境

拡

張
"

に
よ

る
進

化

を
、
第

五
は

"
意

識

拡
張

"

に
よ

る
進

化

を
主

た

る
狙

い
と
し

て

い
る
。

第

三
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か

ら
第

五
ま

で

は

循

環

お

よ
び

意

識

の
開

放

性

を

強

調

し

て

お

り
、

社
会

と

の
か

か

わ
り

で
自

分
自

身

の
未

来

を
設

計
す

る

際

の

創

造

的
可

能
性

を

残
す

、

い
わ
ば

共

生

が
指

向

さ
れ

て

い
る
。

ク

ロ
ー
ズ

ド

シ

ス
テ
ム

と
し

て

の
循

環

モ
デ

ル

生
態

系

を

前
提

と
し
た

共

生

モ
デ

ル

で
は
、

何
ら

か

の
相
互

関
連

を
関

係

者

全

員

が
も

ち
、

物
質

や

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

情

報
、

な
ど

を

相
互

利
用

し

な

が
ら
循

環

さ

せ

て

い
る

と
考

え
る

こ
と

が
で
き

る
。

あ

る

サ

ブ

シ

セ

ヘ

ス
テ

ム
で

の
ア

ウ
ト

プ

ッ
ト

は
垂

れ
流

し

に
な

る

の
で

は
な

く

次

の
サ

ブ

シ

ス
テ

ム

の
イ

ン
プ

ッ
ト

に
な

っ
て

い
る
。

こ
の

こ
と

は
、

個
別

サ
ブ

シ

ス
テ

ム
が

オ
ー
プ

ン
に
機

能

し

て

い
て
も

、

複

数

の
サ
ブ

シ

ス
テ

ム
間

で
は
、

大

き

な
く

く
り

で

の
ク

ロ
ー

ス
ド

シ

ス
テ

ム
を

形
成

し

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。

こ
の
関

係

は
最

大

の
く
く

り

で

い
え
ぱ
、

地
球

全

体

に
ま

で
拡

張
す

る

こ
と

が

で
き

る
。

一
部

穴

が
あ

い
て

い
る

に
し

て
も

オ
ゾ

ン
層

と

い
う

一
大
ド

ー

ム

に
よ

っ
て
囲
ま

れ
た

、

自
己
循

環
ジ

ス
テ

ム
が

地
球

そ

の
も

の
な

の

で
あ

る
。

地
球

を
構

成

し

て

い
る
そ

れ
ぞ

れ

の
要

素

は

お
互

い
に
連

結

し

て

い
る

と

い
う
意

味

で
は
、

終
わ
り

の
な

い
プ

ロ
セ

ス
だ

と
も

い

え

る
。

ヤ

ン
ツ

(
一
九

八
七
)

は

こ
れ

を
プ

ロ
セ

ス
中

心
の
世
界

観

と
よ

び
、

お

互

い
に
還

元

で
き

な

い
多
層

な

レ
ベ

ル
を

形

成
し

て

い
る

と

い
う
。

こ

こ
で
は
、

還

元

さ
れ
ず

に
循

環

す

る

仕
組

み

を
、

相

互

に
支

え
合

い
影

響

し
合

う

ク

ロ
ー

ズ
ド

シ

ス
テ

ム
と
よ

ぶ

こ
と

に
し
、

そ

の
役
割

を

検
討

し

て

み
よ

う
。

エ コロジ0の 法 則表5

生態系のすべ ての メンバ ーは、関係性 の網の なかで相互 に接続 している。 そこで

はあ らゆ る生 命のプ ロセ スが 互い に依存 しあっている。

生 態系の メンバーの相 互依 存 は、継続的 なサ イ クルにおけ るエネルギー と資源 の

交換 をと もなう。

草木の 光合成 に より化学 エネル ギーに交換 され る太陽エ ネルギー は、すべ ての生

態学的サ イ クルを動 か してい る。

生態 系のすべての生命あ るメンバー は、競争 と強 力 とい う微妙 な相 圧作 用の関係

にあ り、そ こでは無数の形態のパ ー トナー シップ が結 ばれてい る。

生態系のすべての生活 メ ンバ ー1よ 自らを柔軟(フ レキ シブル)な 状 態 に保つ技

能 を もつ。す なわち、相 互依 存性 を保 ちなが ら自らの あ り方を変化 させ てい く。

生態系の安 定1よ その関係性 の ネ ソトワー クが複雑 な もので あればあるほ ど、す

なわち、生態系が 多様 であればあ るほど、 よ く保 たれ る。

生態系のほ とん どの種 は、創造 と相互適応 の相 圧什三用 を通 じて共に進化す る。

生態 系の なかの それ ぞれの種 の 長期 的生存 は、 有限の資 源べ 一スに依 存 して い

る。生態系 は、 前述 の法 則に従 って 自らを組織 し、それ によって持続 可能性 を最

大限確保 しようとす る。

相一互依 存

生態学的サイクル

エネルギーの流れ

パー トナーシップ

柔軟性

多様性

共生進化

持続可能性

(カ プ ラ、 パ ウ リ 「1.持 続 可能 な 社 会 へ の 課 題 」 カプ ラ、 バ ウ リ編 、 赤 池 学 監 訳 『ゼ ロ エ ミッ

シ ョ ン』 ダ イヤ モ ン ド社 、1996年 、11ペ ー ジ。)
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カ
プ

ラ
、

パ

ウ
リ

(
一
九

九

六
)

は

エ
コ

ロ
ジ

ー

の
法

則

と
し

て
、

表

5

に

示
す

よ
う

な

八
つ
の
項

目
を
あ

げ

て

い
る
。

こ
の
う

ち
循

環

モ
デ

ル
は
、

エ
ネ

ル
ギ
ー

と
資

源

と

の
交

換

を
前

提

と
し

た

「
生
態

学

的

サ
イ

ク

ル
」
と
し

て

二
番

目

に
あ
げ

ら

れ

て

い
る
。

前
章

の

「
共

生
を

忘

れ
た

企
業

行

動
」

で
み
ら

れ
た

特

性

は
、
ブ

ー

メ
ラ

ン

の
よ
う

な
循

環

で

は
な

く
弓

矢

の
よ

う
な

直
線

で
あ

る

こ
と

が
明

ら

か
で

あ

ろ
う
。

彼
ら

は

こ

の
構

図

を
経

済
学

と
生
態

学

の
対

立

と

と
ら

え

て

い
る
。

つ
ま

り
直
線

が
経

済
学

で
あ
り

、

循

環

が

生
態

学

と

い
う

理
解

で
あ

る
。

先

に
見

た

よ
う

に
、

語

源

の

ル
ー

ツ
が

同
じ

な

の
で
、

わ

れ

わ
れ

は
対

立

か
ら

統
合

へ
導

く

道

を
提
案

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
時

期

に
き

て

い
る

と
思

う
。

農

業

も

工
業

も

循

環

モ
デ

ル

の

中

で

は
、
廃

棄

物

を

出

さ

な

い
、

と

い
う

大

原
則

を
た

て
な
け

れ

ば
な

ら

な

い
。

こ
れ

は
国

連

大
学

の
特

別

顧
問

で
あ

る

バ

ウ
リ

ら

に
よ

っ
て
提
唱

さ

れ

た
ゼ

ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

(N
O
「
O

Φ
圏ロ
一霧
一〇
コ
)

に
端

を

発
す

る
。

エ
ミ

ッ

シ

ョ
ン

つ
ま

り
産

出
物

や
廃
棄

物

を

ゼ

ロ
に
す

る
運

動

で
あ

る
。

わ

が
国

で

は
荏

原
製

作

所

や
秩

父

小
野

田
が

国
連

大
学

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
参

加
し

て

い
る
。

自
社

で

処

理
で
き

な

い
場

合
、

他

社

の
協

力
を
得

て
排

出
物

を
再

度

原

材
料

と
し

て
利

用
し

よ

う

と

い

う
構

想

で
あ
る

。

ア
サ

ヒ

ビ
ー

ル

の
廃

棄

物

ゼ

ロ

エ
場

の
例

を

み

て
み

る

(
日
本

経

済

新

聞
、

九

六
年

二
月

六

日
)
。

従

来

か
ら
、

麦

芽

か

す

は
牛

の
飼

料

や
野
菜

の
肥
料

へ
、

余

剰

酵

母
は

薬
品

用

へ
、

焼

却
炉

の

灰

や
原

材
料

の
梱

包

に
使

っ
た
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
類

は

埋
め
立

て
や

廃
棄

処

分

に
し

て

い
た
。
そ

れ

に
加

え

て
、
最

近

の
新

工
場

で
は
、

廃

プ

ラ

を
固

形
燃

料

へ
、

王
冠

を

く
ず

鉄

へ
、

ビ
ー

ル
か
す

な
ど

の
焼

却

灰

は

セ
メ

ン
ト

の
副
材

料

へ
、

と

い
う
よ

う

に

一
段

と
広

域
産

業

間

で

の
循
環

が
始

ま

っ
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

一
種

の
産

業

連
鎖

構

想

で
あ

る
。

先

に
紹

介

し
た
著

者

の

一
人
で
あ

る

カ
プ

ラ
は
、
有

機

シ

ス
テ

ム
論

を

ベ
ー

ス
に
し
た

タ

ー

ニ
ン
グ
ポ

イ

ン
ト

の
概
念

を

提
唱

し

て

い
る
。
ま

た

ア
メ
リ

カ

の
経

営
学

会

(>
0
9。
衛
Φ
欝
蜜

O
暁
】≦
射
甲

簿
ぴq
①
ヨ
o
見

、

一
九

九

五
)
で
は
学
会

誌

で
生
態

系

持
続

組

織

(Φ
o
o
.

一〇
σq
凶o
巴

ω¢
。。
叶臥
コ
餌
σ
一Φ

o
「σq
餌
三
N
餌
口
8

)

の
特
集

を

組
ん

で

い

る
。

一
方

、

わ

が
国

で

は
組

織
学

会

(
一
九

六
六
)

が
学

会

誌

に

「
環

境

問

題

の
組

織
論

的

検

討
」

と

い
う
特

集

を
組

ん

で

い
る
。

福
岡

(
一
九

九

六
)

も

エ

コ
ロ
メ
ー

シ

ョ
ン
と

い
う
造

語

を
使

っ

て
、

生
態

系

全

体

の
活

力
を

失

わ

せ
る

こ
と
な
く

経
済

活
動

を

ホ

メ
オ

ス
タ
ー

シ

ス
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

下
に
組

み
込

み
、
資

源

の
持

続

的

な

投

入
産

出

を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
方

法

を

提

唱

し

て

い

る
。

組

織

の
自

動

調
節

シ

ス
テ

ム
を
意

識

し
た

生
態
系
・の
自

己
完

結
的

な

運
動

の
試

み

で
あ

る
。

共

生

を

意

識

し

た

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

前
章

で
指

摘

し
た

「
共

生

を
忘

れ
た
企
業

行
動

」

に
対

し

て
、

こ

こ
で

は
共

生

を
意

識
し

た

企
業

行

動

の
条
件

を

シ

ス
テ

ム
ま

た

は
有

機

体
を
意

識

し
た

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

論

の
立
場

か
ら
検

討

を

加
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え

て

み

た

い
。

①②③④⑤⑥

ゼ

ロ

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン
…

廃
棄

物

や
減

価
償

却
後

の
製

品

の
環

境

に
対
す

る

残
存
量

を
、

可
能

な

限
り

ゼ

ロ
に
す

る
。

そ

の

方

法
を
、

企
業

間

や
産

業

間

に
ま

た

が

っ
て
検

討
す

る
。

管

理
プ

ロ
セ

ス

の
デ

ィ

ス
ク

ロ
ー
ジ

ャ
…

取

扱
商

品

に

か
ん

し

て
、
原
材

料

調
達

か
ら
製

品
を

市
場

に
出
す

ま

で

の
投

入

.

産

出
プ

ロ
セ

ス
を
、

消

費

さ

れ

て

い
る
資

源

を
中

心
に
、

生

活

者

一
般

に
解

る
よ

う

な

仕
組

み
を
作

る
。

そ

の
上

で
、

公

正

な
競
争

を

展

開
す

る
。

環

境

コ
ス
ト

…

環
境

と

の
共

生

を
意

識

し
、

環
境

コ
ス
ト

を

負

担

し

て

い
る
企
業

に
対

し

て
は
、

税

制

上

の
優

遇

措
置

を

講

ず

る

べ
く
、

監

督
官

庁

に
働

き

か
け

る
。

持
続

可

能

性
…
企

業

の
存

在

圏
的

は
環

境

を

破
壊

し
な

が

ら

の
単

な
る

拡

大

・
成

長

で
は
な
く

、

環
境

対

応
を

図
り

な

が

ら
長
期

に
わ
た

っ
て

"
転

開
"
す

る

こ

と
で
あ

る
。

資

源
節

約

性

…
資

源
消

費
型

か
ら
資

源

節
約

型

の
経

営

を
実

現

し
、

ど

の
程
度

の
成

果
を

あ
げ

て

い
る

か
を

公
に

ア
ナ
ウ

ン
ス
す

る
。

適

正
生
産

…

モ
ノ

の
生
産
計

画

は
、

で
き
う

る

限
り

受

注
生

産

方

式

を

と

る

こ

と

に

し
、

見

込

み

生

産

方

式

を

と
ら

な

い
。

そ

う
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

在
庫

コ
ス
ト

を
削

減

で
き

る
だ

け

で
は

な
く
、

売

れ
残

り
商

品

の
破
棄
、

焼

却

と

い
う

現

象

は

回
避

で
き

る
。

⑦⑧⑨⑩⑪⑫

環

境

対
応

主
義

…

自

然
現
象

に
逆
ら

っ
た
製

品

の
生
産

・
販

売

は
、

で
き

る

限
り

押

さ
え

る
。

経
営
資

源

の
共
有

・
共
用

…

経
営
諸

資

源

は
自

社

で
囲

い
込

む

の
で
は

な
く
、

で
き

う

る
眼
り

広

域
空
間

に
あ

る
企
業

と

共
有

・
共
用

す

る
方

法

を
考

え
る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
資

源

の

社
会

化

が
進

む
。

環

境

パ

フ

ォ
ー

マ
ン
ス
…

経
営

の
業

績

測
定

基
準

に
、

環

境

パ

フ

ォ
ー

マ
ン
ス

の
よ

う
な

社
会

的
健

全

性

の
度

合

い
を

加

え

る
。

累

積
責

任
…
企

業

は
、

自

社

に
固
有

の
取
引
責

任

の
他

に
、

社
会

の

一
員

と
し

て

の
累

積
責

任
も

負

う
。

増

分

・
創

発

型

戦

略
…
環

境
変

化

に
対

応
で
き

る
よ

う

に
、

変

化

の
動
き

に
合

わ

せ
て
ま

た

は
事

後
的

に
戦

略
を
構

築

す

る
。

迅
速

な

フ

ィ
ー
ド

バ

ッ
ク
が
持

ち
味

と
な

る
。

有

機

体
論

…

理

論

の
世
界

で
も
、

過
度

の
還

元
主

義

に
も

と

つ
く
議

論

は
や

め

て
、

複

数

の
領

域

に
ま
た

が

る
、

生
命

シ

ス
テ

ム
論

や
全

体

論
、

有

機

体

論

な

ど

の
議

論

を

組

み

込

む
。

お

わ

り

に

企
業

を
中

心
に
共

生

の

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

の
あ
り

方

を
論

じ

て
き

た
。

し

か

し
地

球

に

か
か

わ
る
す

べ
て

の
変

数
が

相
互

に

か

か
わ

っ
て

い
る

と

い
う

論

理
か

ら
す

れ
ば
、

生
産
者

や
流

通
業

者

、

販
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売

者

に
代

表

さ
れ

る

い
わ
ゆ

る
企
業

の
み
を

取
り
あ

げ
、

消

費
者

を
取
り

あ

げ

な

い
の
は

え

こ
ひ

い
き

に
な

る

で
あ

ろ
う
。

そ

れ

は

車

に
乗

っ
て

い
る
車
・の

ユ
ー
ザ

ー

が
車

の
メ
ー

カ
ー

や
ガ

ソ
リ

ン

業
者

に
対

し

て
、

排
気

ガ

ス

の
責

任
を

と
ら

せ

よ
う

と
す

る
、

き

わ

め

て
無
責

任
な

行
為

と
同
等
だ

と
考

え
ら

れ

る
か

ら

で
あ

る
。

生
活
者

と
し

て

の
個

人

は
、

セ

ル
フ

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

を

い
か

に

確

立
す

る

か
が
、

最

大

の
課

題

に
な

る

よ
う

に
思

わ

れ
る
。

共
生

を
忘

れ

た
企
業

と
同
様

に
、

自
分

の

こ
と

の
み
を
考

え
、

周

囲

と

無

関
係

の
自

己
実

現

の
み
を

行
動

の
原

点

に
据

え
る
よ

う

な

ヒ
ト

は
、

共

生
を

語

る
資

格

は
な

い
で

あ

ろ
う
。

こ

こ

一
〇
年

前

後

の

問

に
、

ハ
イ
チ

か
ら

フ

ロ
リ
ダ

に
移

住

し

た

人
間

は

一
〇

〇

万

人

に
及

ぶ
。

そ

の
理

由

は
、

政
治

不
安

の

み
な
ら
ず

、

世
界

最

大
規

模

の
森

林
伐

採

と
そ
れ

に
伴

う

土
壌

流

失

が
自

足
自
給

の
農

業

を

不

可
能

に
し

た

か
ら

で
あ

る
、

と

い
わ

れ

て

い
る
。

共
生

の
基
本

は
、

自

分

で
自

分

の
こ

と
を

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

の
対
象

に
す

る

こ
と

い

　

て
あ

る

企
業

も

社

会
も

個

人
も

一
方

的

に
相

手

に
依
存
す

る
片

利
共

生

は
、

そ

の
存
続

基

盤

そ

の
も

の
が

き

わ

め

て
危

う

い
。

あ

る
程

度

の
自
給

力

を
も

つ
こ
と

が
、

環

境
変

動

に
対
し

て
対

応

能

力
を

も

つ
こ

と
に
な

る
。

ま

た
相
手

に
対
し

て
支
援

で
き

る
余

裕
を

も

つ

こ

と
に
な

る
。

共

生

を
意

識

し
た

ヒ
ト

は
、

還

元
主

義

的
、

あ

る

い
は
機

械

論
的

世
界

観

で

は

な
く
、

有
機

体
論

あ

る

い
は

シ

ス
テ

ム
論

的

世
界
観

を

も

つ
ヒ
ト

で
な
け

れ

ば

な
ら

な

い
で

あ
ろ

う
。

一
方

企
業

の
側

も
、

単

な

る
金

儲

け
を

ビ
ジ

ネ

ス

の
目
的

に
す

る

の
で
は

な

く
、

共

生

の
論

理
を
背

景

に
、

や
や
大
げ

さ
な

い

い
方

を
す

れ

ば
、

地

球
環
境

保

持

の
た

め

に
新

し

い
世
界

を

拓

く
意

気

込

み
が

必
要

と
な
ろ
う

。

共

生

の

英

語

は
ω
鴇
ヨ
玄
o
ω
嗣ω
で

あ

る
。

接

頭

辞

の
超
ミ
ー
は

設

窪
、

ミ
o
は
厳

Φ
を

意

味

し

て

い
る
。

一
緒

に

生

活

す

る

と

い

う
意

味

で
あ

る
。

ア

ン
サ

ン
ブ

ル
で
異

な

っ
た
音

を
合

わ

せ
る

と

き

同
調

が

必
要

で
あ

る
。

あ

る

い
は

誰
か

が
提
案

し

た

こ

と

に
対

し

て
賛

同

し

た
場
合

、

共
鳴

行

動

が
お

こ
る
。

オ

リ

ン
ピ

ッ
ク

の

シ

ン
ク

ロ
ナ
イ

ズ
ド

ス
イ

ミ

ン
グ

で
複

数

の
選
手

が
演

技
す

る

と

き
、

同

期

を

と
る

こ
と
が
要
求

さ

れ

る
。

謙
虚

な

生
き

物

は
、

い

つ
も

で
は

な

い
に
し

て
も

、
時

に
は
同

期
を

と
り
、

共

に
生
き

て

い
る

こ

と

の
喜

び

を

共
有

す

る

こ

と
が

望

ま

れ

て

い
る

の

で

あ

る
。本
稿

で

の
共

生

の
提
案

は

大
き

く

分

類
し

て

三

つ
あ

る

で
あ

ろ

う
。

ま
ず

生

活
者

と
企

業

と

の
共

生
、

次

に
企
業

と
環

境

と
の
共

生
、

最

後

は

経
済

学

と
生
態

学

と

の
共

生

で
あ

る
。

こ
れ
ら

異

な

っ
た

次
元

で

の
共

生

を
有
機

的

に
結

び

つ
け

る
役
割

を

果
た
す

の

が

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

で
あ

る
。

そ
し

て

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

の
主
体

は
、

生
活

者

で
あ
り
、

管

理
者

で
あ

り
、

経

営
者

で
あ

り

、

政
治
家

で

あ
り
、

各

種
専

門

家

で
あ
り

、

研
究
者

な

の
で
あ

る

。

27



共 生 のマ ネ ジメ ン ト

引

用

文

献

>
8

α
Φ
日
く

o
h

]≦
餌
昌
"
ひq
Φ
ヨ
①
口
戸

目
9

>
鎚

匹
Φ
ヨ
《

o
{

]≦
9。
づ
-

蝉
αq
Φ
ヨ
Φ
葺

閑
Φ
≦
Φ
≦

<
o
冨

O
Z
ρ
♪

O
o
8

σ
2

一
ゆ
ゆ
9

ケ

ア

ン

ク

ロ

ス
、

F

.、

東

京

海

上

火

災

保

険

グ

リ

ー

ン

コ
ミ

ッ

テ

ィ
訳

、

『
地

球

環

境

と
成

長

』
、

東

洋

経

済

新

報

社

、

一
九

九

二
年

、

一
六

四
、

一
六

五

ペ

ー
ジ

。

カ

プ

ラ

、

F

.、

『
タ

オ

自

然

学

』

エ
作

舎

、

一
九

九

五

年

、

二

三

～

五

ペ

ー

ジ

。

カ
プ

ラ
、

F

.、

パ

ウ

リ

、

G

.、

『
ゼ

ロ

・
エ
ミ

ッ

シ

ョ

ン
』

ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

社
、

一
九

九

六

年

、

五
～

ニ

ニ
ペ

ー

ジ

。

ゴ

ア
、

A

,、

『
地

球

の
掟

』

ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

社
、

一
九

九

三

年

、

一
山
ハ
五
ー
ー
八
山
ハ
ペ

i

"ソ
。

ジ

ャ
ク

ソ

ン
、

1
.、

内

嶋

善

兵

衛

監

訳
、
『
熱

帯

を

知

る

』
丸

善

、

一
九

九

一
年

、

二

七

六

ペ
ー

ジ

。

ソ

ー

プ

、

W

.、

「
価

値

の

再

発

見

に

向

け

て
」
、

ケ

ス

ト

ラ

ー

、

ス

こ
、
シ
ー

ズ

編

著

、

池

田
善

昭

監

訳

『
還

元

主

義

を

超

え

て
』

工
作

舎

、

一
九

八
七

年

、

五

三

六

ペ

ー

ジ

。

フ

オ

レ

ッ
ト

、

M

.、

米

田
清

貴

、

三

戸

公

訳
、

『
組

織

行

動

の

原

理

』

未

来

社
、

一
九

七

二
年

、

一
二

六

～

八
ペ

ー

ジ

。

ホ

ー

ケ

ン
、

P

.、

雷

田
栄

作

訳

、
『
サ

ス

テ

イ

ナ

ビ

リ

テ

ィ
革

命

』

ジ

ャ
パ

ン

タ

イ

ム

ス
、

一
九

九

五

年

、

一
五

〇

、

三

〇

六

ぺ

ー

ジ

。

ヤ

ン

ツ
、

E

.、

芹

沢

高

志

、

内

田

美

恵

訳

、

『
自

己

組

織

化

す

る

宇

宙

』

工
作

舎

、

一
九

八
七

年

、

六

六

、

六

七
、

=

=

ハ
、

五

四

五
～

五

二

ペ

ー

ジ

。

ロ
ー

レ

ン

ツ
、

K

,、

日

高

敏

隆

、

大

羽

更

明

訳
、

『
文

明

化

し

た

人

間

の

八

つ
の

大
罪

』

新

思

索

社

、

一
九

九

五
年

、

二

五

ぺ

ー

ジ

。

朝

日
新

聞

、

一
九

九

三

年

七

月

十

五

日
。

阿

部

琢

哉

、

「
シ

ロ

ア

リ

は

ど

の

よ

う

に

枯

死

植

物

を

利

用

し

生

物

の
多

種

共

存

に

か

か

わ

る

の

か
」
、

鷲

谷

い

つ

み
、

大

串

隆

之

編

『
動

物

と

植

物

の
利

用

し

あ

う

関

係

』

平

凡

社

、

一

九

九

三

年

、

四
九

～

五

〇

ペ

ー

ジ
。

巌

佐

庸

、

「
送

紛

共

生

系

を

進

化

生

態

学

か

ら

見

て
」
、

井

上

健

、

湯

本

貴

和

編

『
昆

虫

を

誘

い
寄

せ

る

戦

略

』

平

凡

社

、

一
九

九

四
年

、

一
六

四

ペ

ー

ジ

。

浦

野

紘

平

、

『
み

ん

な

の

地

球
-

環

境

問

題

が

よ

く

わ

か

る

本

』

オ

ー

ム

社
、

一
九

九

六

年

、

二

六

一
九
、

一
〇

六

～

七

ペ

ー

ジ

。

海

老

澤

栄

一
、
「
組

織

と
環

境

と

の
相

互

共

鳴

行

動

」
『
組

織

科

学

』
、

く
o
一ω
ρ

Z
o
.一
、
一
九

九

七

年

一
月

号

、
三

六
～

四

四
ペ

ー

ジ
。

大

串

隆

之
、

「
個

体

群

か

ら

種

間

関

係

へ
」

東

正
彦

、

阿

部

琢

哉

編

『
地

球

共

生

系

と

は

何

か
』

平

凡

社

、

一
九

九

四
年

、

二

〇

二
～

四
ペ

ー

ジ

。

河

内

俊

英

、

桜

谷

保

之

、

『
動

物

の

生

態

と

環
・境

』

共

立

出

版

、

一
九

九

六

年

、

一
三

二
～

五

ペ

ー

ジ

。

28



国際 経営 フ ォー ラム ・

環

境
庁

企

画
調

整

局

環

境

計

画

課
監

修

、

『
環
境

基
本

計

画

を

考

え
る
』

日
本
環

境
協

会

、

一
九

九

五
年

三
月
。

北

川
浩

一
郎

、

『
地

球
環

境

を
守

る

た

め

に
』

丸

善
、

一
九

九

五

年
、

一
八
～

二
五

ペ
ー

ジ
。

澤

村

宏
、

「
地
球

環

境

と
自

然

保

護
」

第

ニ

ニ

回

北

の
丸

懇

話

会

資

料
、

一
九
九

六
年

九

月
。

組

織

学

会
編

、

『
組

織

科

学
ー

環

境

問

題

の
組

織

論

的

検

討
』

組

織

学

会
、

<
O
奏

0
2
0
」
、
一
九

九
六
。

地
球

環

境

工
学

ハ
ン
ド

ブ

ッ
ク
編

集

委

員

会
、

岡
地

球
環

境

工
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』

オ
ー

ム
社
、

一
九
九

三
年
、

七

六

二
ペ
ー

ジ
。

中

村

修
、

『
な

ぜ
経

済

学

は

自

然

を

無

限

と

と
ら

え
た

か
』

日
本

経
済

評
論

社
、

一
九

九

五
年
、

=

二
五

ぺ
ー

ジ
。

日
本

経

済
新

聞

、

一
九
九

六
年

二
月

六

日
。

福

岡

克

也
、

『
エ

コ

ロ
ケ

ー

シ

ョ
ン

へ
の
挑

戦
』

経
済

界
、

一
九

九

六
年

、

二

四
～

六

ぺ
ー

ジ
。

(え

び
さ

わ
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